Diary of ICHISHIMA Shunjo (市島春城) (XV) by 春城日誌研究会
う
国
書
刊
行
会
の
主
催
者
で
も
あ
っ
た
。
け
暮
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
明
治
四
三
年
の
大
晦
に
、
市
島
は
例
に
よ
っ
て
歳
暮
の
一
章
を
誌
し
た
。
こ
の
末
尾
に
、
市
島
の
自
宅
を
訪
れ
る
来
客
の
数
が
急
増
し
、
日
に
一
六
、
七
人
を
数
え
る
程
の
こ
と
も
あ
る
と
し
、
次
の
様
に
締
括
っ
た
。
こ
れ
余
か
境
界
漸
く
多
事
に
赴
き
た
る
の
一
徴
と
見
る
べ
し
。
余
の
此
の
繁
劇
に
堪
へ
、
憂
も
倦
怠
を
覚
ゆ
る
事
な
か
り
し
は
、
健
康
の
ま
す
／
＼
回
復
し
た
る
故
に
外
な
ら
す
。
余
は
日
誌
の
終
に
臨
み
、
自
祝
を
禁
す
る
能
ハ
さ
る
也
。
ま
さ
に
八
面
六
腎
の
活
躍
ぶ
り
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
前
半
は
、
前
回
に
も
述
べ
て
い
る
如
く
、
阪
神
地
方
に
お
け
る
募
金
活
動
に
明
市
島
は
こ
の
頃
、
学
苑
の
理
事
、
募
金
部
長
で
あ
る
と
と
も
に
、
図
書
館
長
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
の
副
部
長
も
務
め
、
さ
ら
に
は
早
稲
田
関
係
者
で
創
設
し
た
印
刷
会
社
、
日
清
印
刷
株
式
会
社
の
相
談
役
、
埋
も
れ
た
文
献
を
発
掘
し
世
に
送
る
と
い
こ
れ
は
そ
う
し
た
役
職
と
は
異
る
が
、
―
一
月
に
任
期
満
了
で
辞
め
た
日
本
図
書
館
協
会
の
会
長
も
こ
の
年
で
四
年
目
に
な
っ
て
い
た
。
二
年
程
前
か
ら
京
都
の
老
舗
・
大
丸
呉
服
店
の
改
革
の
相
談
役
を
も
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
外
で
の
多
忙
に
加
え
て
、
こ
の
半
歳
に
市
島
の
身
の
回
り
で
起
こ
っ
た
こ
と
、
長
男
機
の
死
や
亡
弟
の
遺
児
を
巡
る
悩
み
な
『双
魚
堂
日
誌
」
明
治
四
十
三
年
七
月
し
十
二
月
刻翻
『
春
城
日
誌』
（一五）
春
城
日
誌
研
究
会
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「春
城
日
翻刻
後
に
秀
英
舎
と
合
併
、
現
在
の
大
日
本
印
刷
と
な
っ
た
。
七
月
二
0
日
、
ニ
―
日
の
両
日
、
文
部
省
か
ら
の
諮
問
「
図
書
標
準
目
録
」
編
纂
に
つ
い
て
の
答
申
を
、
和
田
万
吉
、
田
中
稲
城
、
渡
辺
又
次
郎
等
と
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
答
申
に
欧
米
留
学
か
ら
帰
国
し
た
和
田
の
新
知
識
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。
一
月
に
開
催
さ
れ
た
全
国
図
書
館
大
会
で
、
渡
辺
又
次
郎
を
後
任
会
長
に
指
名
し
、
任
期
満
了
で
辞
任
し
た
。
こ
の
時
、
会
場
か
ら
市
島
の
在
任
中
の
貢
献
に
対
し
て
特
に
謝
意
を
表
す
る
演
説
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
協
会
が
表
彰
す
べ
き
で
あ
る
と
の
動
議
が
提
出
さ
れ
、
＇
こ
れ
が
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。
市
島
の
四
年
間
の
在
任
中
に
『
囮
書
館
雑
誌
』
に
お
い
て
初
め
て
全
国
図
書
館
大
会
を
持
つ
な
ど
そ
の
功
績
は
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
。
前
年
の
暮
に
市
島
が
相
談
役
に
就
い
た
日
清
印
刷
会
社
の
業
績
も
徐
々
に
上
向
い
て
き
て
お
り
、
こ
の
年
末
に
は
、
株
主
へ
の
配
当
を
八
分
（
株
価
一
株
五
0
円
）
と
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
。
高
田
早
苗
等
と
創
設
し
た
こ
の
印
刷
会
社
は
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
の
印
刷
を
一
手
に
引
受
け
た
ほ
か
、
冨
山
房
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
（
吉
田
東
伍
編
）
や
、
国
定
教
科
書
の
印
刷
等
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
大
丸
呉
服
店
の
下
村
家
家
政
整
理
も
、
こ
の
年
に
解
決
を
見
た
。
東
京
と
名
古
屋
の
支
店
を
閉
じ
、
身
軽
に
な
っ
て
再
建
を
計
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
―
二
月
に
市
島
は
京
都
に
招
か
れ
、
下
村
家
所
有
の
骨
董
の
売
立
や
、
学
苑
へ
寄
贈
す
る
図
書
の
選
定
に
立
合
っ
た
。
売
立
は
、
京
都
の
美
術
倶
楽
部
で
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
品
数
が
会
場
に
納
ま
り
切
ら
ず
、
隣
の
寺
を
も
借
り
て
仮
設
の
廊
下
を
設
け
る
程
で
あ
っ
た
。
先
年
お
こ
な
わ
れ
た
本
願
寺
の
什
器
売
立
に
匹
敵
す
る
も
の
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
際
に
下
村
家
よ
り
学
苑
に
寄
贈
さ
れ
た
漢
籍
約
三
千
冊
は
、
現
在
図
書
館
に
「
下
村
文
庫
」
と
し
て
架
蔵
さ
れ
て
い
る
。
記
」
(
-
五
）
ー
「
双
魚
堂
日
記
j
明
治
四
十
三
年
七
月
1
十
二
月
l
市
島
は
、
ど
尋
常
な
ら
ざ
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
の
創
刊
、
司
書
講
習
会
の
開
催
、
関
西
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長
男
機
が
八
月
一
五
日
に
二
五
歳
の
若
さ
で
死
去
し
た
。
以
前
よ
り
病
気
が
ち
で
あ
っ
た
が
六
月
に
腹
膜
炎
に
罹
り
、
医
師
か
ら
は
回
復
の
見
込
み
は
な
し
と
告
げ
ら
れ
て
い
た
。
八
月
二
日
、
病
状
は
一
層
進
ん
だ
。
市
島
は
悲
痛
な
思
い
で
「
機
、
衰
弱
益
々
甚
し
。
今
朝
の
模
様
に
て
は
命
旦
タ
ニ
迫
り
た
る
や
に
見
受
け
し
、
． 
橋
本
来
診
二
付
、
何
日
支
持
す
べ
き
や
を
問
ふ
に
一
週
間
位
な
ら
ん
と
云
へ
り
。
四
、
五
日
は
可
成
外
出
を
見
合
せ
、
看
護
を
つ
と
む
」
と
記
し
た
。
病
弱
の
た
め
、
普
通
の
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
こ
の
長
男
の
唯
一
の
楽
し
み
は
、
写
真
で
あ
っ
た
と
い
う
。
一
0
月、
市
島
は
次
男
昂
と
と
も
に
郷
里
に
帰
省
、
新
発
田
•
五
十
公
野
の
浄
念
寺
の
祖
先
の
眠
る
墓
域
に
埋
骨
し
た
。
昂
は
、
前
年
に
坪
内
逍
遥
の
紹
介
で
杵
屋
六
四
郎
門
に
入
り
三
味
線
を
習
っ
て
い
た
が
、
九
月
に
東
京
音
楽
学
校
専
科
に
入
学
し
た
。
機
の
葬
儀
で
忙
殺
さ
れ
て
い
る
中
、
台
湾
の
賀
田
直
治
よ
り
、
重
栖
健
と
結
婚
し
た
長
女
静
が
喀
血
し
た
と
の
報
が
入
る
。
勘
当
中
の
長
女
へ
な
ぐ
さ
め
を
与
え
て
呉
れ
と
頼
ま
れ
、
市
島
の
心
は
痛
ん
だ
。
こ
う
し
た
自
ら
の
子
女
の
こ
と
に
加
え
、
亡
弟
の
遺
子
二
人
の
不
行
跡
が
市
島
を
悩
ま
し
続
け
た
。
八
月
二
六
日
に
、
市
島
は
気
持
上
で
の
一
段
落
を
得
た
の
で
あ
ろ
う
、
子
供
た
ち
と
神
楽
坂
に
行
き
、
草
花
を
求
め
、
家
の
庭
に
植
え
た
。
こ
の
時
期
、
市
島
と
一
緒
に
居
る
子
供
た
ち
は
昂
(
-
九
歳
）
、
ヒ
サ
(
-
七
歳
）
、
ス
ミ
(
-
三
歳
）
、
ミ
ツ
(
J
O
歳
）
で
あ
っ
た
。
後
年
、
市
島
は
随
筆
家
と
し
て
名
声
を
博
す
る
が
、
こ
の
年
の
秋
か
ら
郷
里
の
新
聞
、
「
新
潟
新
聞
」
と
「
北
越
新
報
」
（
長
岡
）
に
「
春
城
夜
話
」
と
「
走
馬
燈
」
の
連
載
を
開
始
し
た
。
本
年
八
月
に
刊
行
さ
れ
た
「
坪
内
逍
遥
研
究
資
料
j
（
第
一
五
集
）
に、
逍
遥
協
会
理
事
長
•
菊
池
明
氏
の
校
訂
・
解
題
で
「
逍
遥
日
記
」
（
明
治
四
十
三
年
一
月
ー
大
正
二
年
十
二
月
）
が
載
っ
た
。
逍
遥
の
こ
の
日
記
に
、
親
友
で
も
あ
っ
た
市
島
の
名
も
頻
出
し
て
い
る
。
丁
度
、
時
期
を
同
じ
く
し
て
い
る
こ
と
で
も
あ
り
、
非
常
に
有
難
い
資
料
で
あ
る
。
一
九
九
八
、
八
•
三
金
子
記
春
城
日
誌
研
究
会
金
子
宏
二
、
岸
ヤ
ス
江
、
酒
井
清
、
柴
辻
俊
六
、
松
井
叶
子
、
松
田
仙
三、
渡
部
輝
子
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晴
。
加
藤
万
作
、
吉
田
半
迂
来
訪
。
踵
て
昆
田
文
次
郎
、
梧
堂
追
福
会
之
件
二
付
来
話
。
三
省
堂
亀
井
忠
一
よ
り
地
固
屏
風
二
枚
折
を
贈
ら
る
。
関
西
講
習
会
へ
坪
内
の
出
張
を
請
ふ
た
め
、
同
人
を
訪
ふ
て
其
承
諾
を
得
。
登
校
、
柴
安
二
右
講
習
会
の
件
二
付
書
状
を
発
す
。
一
時
よ
り
大
隈
総
長
邸
二
維
持
員
会
を
開
き
、
仮
決
算
井
次
年
度
予
算
案
を
決
す
。
本
年
度
不
足
額
壱
万
二
千
円
、
主
因
ハ
学
生
三
百
五
、
六
」
（
二
0
ウ）
十
人
の
減
少
、
基
金
募
集
費
の
増
七
月
刻翻
冨
城
一
日
双
魚
堂
日
誌
明
治
四
十
三
年
七
月
一
日
以
降
特
イ4
1919 
555 
対
し
四
十
五
円
也
。
晴
。
山
崎
恒
四
郎
の
書
到
る
。
小
久
江
成
一
来
話
。
高
木
を
訪
ふ
て
、
沢
庵
書
簡
、
緯
鏡
一
面
を
購
ふ
。
三
省
堂
二
亀
井
忠
一
を
訪
ふ
て
、
七
号
字
使
用
之
件
、
図
書
館
之
要
件
、
百
科
字
典
売
弘
加
勢
之
事
等
を
話
す
。
午
餐
の
型
を
受
け
て
か
へ
る
。
真
島
信
城
よ
り
梨
子
を
贈
ら
る
。
末
女
」
（ニー
オ
）
を
携
へ
て
浅
草
辺
二
散
策
し
、
物
を
購
ふ
て
帰
へ
る
。
夜
来
大
雨
あ
り
、
今
朝
未
や
ま
ず
。
大
坂
の
光
吉
元
次
郎、
京
都
の
下
村
正
太
郎
二
書
を
投
す
。
又
、
阿
部
蘇
春
二
書
を
与
ふ
。
昆
田
文
次
郎
よ
り
、
梧
堂
十
七
回
忌
の
際
に
陳
列
用
の
碑
文
を
送
り
来
る
。
表
装
に
遣
す
。
下
林
貞
雄
、
小
久
江
成
一
、
山
田
清
作
、
桑
田
正
、
来
訪
。
日
清
印
刷
会
社
よ
り
百
円
謝
俄
半
季
分
領
掌
。
桑
田
二
梅
岩
、
隆
古
、
自
」
（ニ―ウ）
寛
の
書
簡
を
貸
し
与
ふ
。
午
後
よ
り
参
校
、
事
務
を
見
る
。
三
時
よ
り
大
隈
邸
に
評
議
員
会
を
開
く
。
夜
来
雨
あ
り
。
日
記
」
(
-
五
）—
|
「
双
魚
堂
日
記
」
明
治
四
十
三
年
七
月
ー
|
'
三
日
二
日
額
等
1
一
依
る
。
本
日
印
刷
会
社
配
当
を
請
取
。
半
季
百
株
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為
、
来
賓
殊
に
多
く
式
は
近
来
見
ざ
る
盛
況
な
り
し
。
式
後
大
隈
業
生
総
数
八
百
五
、
六
十
名
。
今
日
は
晴
天
な
る
上
冷
気
な
り
し
送
別
演
説
を
為
す
。
三
時
半
よ
り
第
廿
七
回
卒
業
式
を
挙
く
。
卒
事
務
を
見
る
。
三
時
半
卒
業
生
を
会
し
て
、
学
長
と
共
に
一
場
の
卒
業
二
付
、
謝
礼
に
来
る
、
四
谷
銀
行
よ
り
手
形
（田
中
唯
一
郎
経
版
調
査
書
を
贈
ら
る
。
昆
田
文
次
郎
来
訪
あ
り
。
斉
藤
庫
四
郎
七
日
晴
。
学
生
湯
川
某
来
訪
。
在
斡
友
年
亀
三
郎
よ
り
、
海
印
寺
高
麗
五
日
雨
、
後
晴
。
広
田
金
松
、
村
山
亀
一
郎
、
加
賀
幸
三
来
訪
。
村
山
よ
り
物
を
贈
ら
る
。
切
通
し
上
、
野
田
屋
方
に
て
印
箪
笥
一
を
購
ふ
。
勘
定
の
内
へ
廿
五
円
入
る
。
三
省
堂
の
亀
井
二
書
を
投
す
。
又
、
大
坂
の
海
老
友
次
郎
、
川
口
正
平
ー
一書
を
発
す
。
大
江
乙
亥
門
来
」
（ニ
オ
）
訪
。
英
堂
を
訪
ふ
て
夜
に
入
り
帰
宅
。
岡
山
同
窓
会
の
書
二
接
す
。
裏
書
）
に
て
百
五
十
円
借
入
れ
（
前
月
二
同
様
の
記
事
あ
る
は
取
消
す
。
差
入
延
引
今
日
に
至
り
た
る
也
。）
金
十
円
西
条
の
北
堂
に
中
元
見
舞
と
し
て
送
る
。
午
後
よ
」
（ニニウ）
り
出
版
部
――
至
り
小
雨
。
青
柳
、
伊
藤
正
、
校
外
教
育
部
の
件
二
付
」
（二三
ウ
）
平
野
履
道
、
土
屋
詮
教
、
種
村
宗
八
、
高
田
俊
雄
、
山
本
利
喜
雄
、
講
義
録
栞
其
他
の
件
二
付
来
談
あ
り
。
文
部
省
の
福
原
局
長
、
さ
き
に
図
書
館
協
会
よ
り
建
議
セ
る
、
図
書
館
標
準
目
録
を
作
る
の
件
二
付
来
談
あ
り
。
小
林
堅
三
、
又
来
る
。
十
二
時
よ
り
英
堂
を
訪
ふ
。
梧
堂
追
懐
録
印
刷
成
る
。
大
坂
講
習
会
の
件
二
付
、
柴
安
よ
り
電
報
あ
り
。
山
口
藤
次
郎
の
書
二
接
す
。
得
業
生
奥
田
雲
蔵
、
一
身
上
之
件
二
付
来
訪
。」
（二
四オ
）
四
日
晴
。
下
村
正
太
郎
よ
り
来
書
あ
り
。
真
島
桂
次
郎
よ
り
鱒
塩
漬
壱
尾
贈
ら
る
。
巌
松
堂
」
（二三
オ
）
書
店
波
多
野
重
太
郎
来
訪
。
吉
田
半
迂
、
広
田
金
松
来
る
。
万
屋
書
店
来
る
、
雑
書
を
売
却
す
。
午
後
、
高
木
を
訪
ふ
て
、
利
斎
白
木
膳
、
高
麗
掘
出
し
皿
十
枚
を
睛
ひ
入
る
。
三
時
よ
り
紅
葉
館
二
於
て
校
友
大
会
を
開
く
。
真
島
桂
次
郎
へ
札
状
を
発
す
。
大
坂
の
光
吉
よ
り
来
書
あ
り
。
不
在
中
、
大
江
乙
亥
門
妻
来
る
。
亀
井
忠
一二
書
を
投
す
。
六
日
伯
庭
園
二
て
立
食
の
型
応
あ
り
、
夕
刻
散
す
。
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議
し
て
去
る
。
夜
来
雨
あ
り
。
暉
「春
城
日
高
木
順
交
々
来
訪
。
紫
安
よ
り
来
書
あ
り
。
日
清
印
刷
会
社
の
重
役
会
二
臨
む
。
亡
弟
遺
子
三
郎
の
件
二
付
、
下
林
貞
雄
二
書
を
与
ふ
。
大
坂
の
光
吉
元
次
郎
よ
り
、
堂
島
方
面
勧
誘
件
――
付
来
書
あ
（
マ
マ
）
り
。
橋
本
医
学
士
の
児
の
為
来
診
。
下
村
正
太
郎
馬
関
発
の
は
か
き
到
る
。
七
月
十
二
日
正
午
清
国
公
使
館
午
餐
会
の
案
内
状
来
る
。
し
む
。
午
後
、
紫
安
よ
り
数
通
の
来
信
あ
り
。
学
長
を
私
宅
二
訪
ふ
て
、
諸
般
事
務
の
打
合
を
な
し
、
高
木
を
訪
ふ
て
、
堆
朱
の
香
合
外
二
、
三
点
を
購
ふ
。
下
林
よ
り
来
書
あ
り
、
直
二
答
ふ
。
青
柳
」
（二五
オ
）
篤
恒
、
栗
山
精
一二
書
を
投
す
。
杉
山
茂
吉
来
る
。
夜
二
入
り
昆
田
文
次
郎
来
訪
、
明
日
岡
山
十
七
回
忌
の
件
二
付
協
雨
。
山
田
清
作
来
る
。
岡
山
梧
堂
十
七
回
忌
二
付、
岡
山
家
の
招
き
に
応
じ
駒
込
吉
祥
寺
の
法
要
二
臨
み
、
故
人
の
墓
を
展
す
。
引
つ
、
き
上
野
精
養
軒
二
於
て
、
岡
山
同
窓
会
主
催
の
追
福
会
を
開
く
。
前
島
男
外
十
五
、
六
名
の
来
賓
―
―
親
戚
門
人
六
」
（二五
ウ
）
十
余
名
集
会
。
余
、
会
を
代
表
し
て
主
人
役
を
つ
と
む
。
三
時
散
会
。
今
日
、
梧
堂
追
懐
録
を
頒
つ
。
英
堂
と
会
し
て
帰
へ
る
。
不
在
中
、
早
川
純
三
郎
、
奥
田
雲
蔵
来
る
。
北
堂
井
二
山
田
烈
盛
の
書
二
接
名
と
共
二
‘
永
田
町
同
署
二
抵
り
、
三
時
帰
宅
。
在
旅
順
勝
浦
鞘
記
J
(一
五
）
ー
「双
魚
棠
日
記
」
明
治
四
十
三
年
七
月
I
件
を
協
議
す
。
加
賀
幸
三
を
招
き
、
趣
味
談
叢
の
談
話
を
筆
記
セ
使
館
の
午
餐
会
二
招
か
れ
、
大
隈
伯
以
下
大
学
幹
部
教
職
員
二
十
雨
。
地
引
武
、
引
野
春
治
、
岡
田
吉
治
の
卒
業
生
来
訪
。
清
国
公
十
二
日
無
事
。
骨
董
を
弄
し
夜
に
入
る
。
夜
来
大
雨
あ
り
。
ハオ）
よ
り
登
校
、
雑
務
を
処
し
、
教
務
主
任
会
二
列
し
、
帰
宅
後
小
海
峯
作
、
広
田
金
松
来
訪
。
応
接
二
半
日
を
消
す
。
午
後
」
来
り
、
印
数
顆
を
示
さ
る
。
島
村
抱
月
来
訪
、
電
車
叢
書
出
版
の
曇
。
早
朝
よ
り
赤
堀
又
次
郎
、
梅
沢
精
一
、
桑
田
春
風
、
地
引
武
、
曇
、
冷
。
内
藤
湖
南
、
村
山
亀
一
郎
の
書
二
接
す
。
赤
堀
又
次
郎
十
一
日
九
日
す
。
刊
行
会
よ
り
、
第
四
回
刊
行
物
を
配
達
し
来
る
。
赤
堀
よ
り
高
麗
堀
出
し
古
銅
印
を
贈
ら
る
。」
（二
四ウ
） ア
キ
・
マ
マ
雨
後
む
し
あ
っ
し
。
山
田
清
作
、
赤
堀
又
次
郎
、
鴇
田
口
之
輔
、
八
日
十
日
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十
四
日
村
正
太
郎
の
書
―
―
接
す
。
来
廿
日
午
前
九
時
文
部
省
に
於
て
、
図
診
、
児
の
心
臓
漸
々
衰
ひ
皮
朋
雄
よ
り
来
書
あ
り
。
三
省
堂
百
科
辞
典
出
発
開
展
策
二
付
、
招
か
れ
て
編
輯
所
二
至
り
、
斎
藤
、
」
(-エハ
ウ
）
神
保
、
坂
巻
と
会
談
す
。
夜
来
強
雨
あ
り
。
十
三
日
晴
。
勝
浦
靭
雄
、
紫
安
新
九
郎
二
書
を
発
す
。
学
長
を
訪
ふ
て
出
版
部
の
件
を
協
議
す
。
種
村
、
小
久
江
、
奥
田
雲
蔵
等
来
る
。
紫
安
よ
り
校
外
教
育
の
件
、
基
金
募
集
の
事
を
報
し
来
る
。
橋
本
来
「
ム
ク
ミ
」
を
見
る
と
云
ふ
。
埴
原
正
直
帰
朝
来
訪
。
大
坂
の
二
川
茂
助
来
訪
、
物
を
贈
ら
る
。
落
後
生
来
り
、
逆
体
国
史
の
件
を
云
々
し
て
」
（
二
七
オ
）
去
る
。
下
書
館
協
会
よ
り
建
議
セ
る
標
準
目
録
の
件
二
付
相
談
す
べ
き
に
よ
り
、
登
省
す
べ
き
旨
通
牒
来
る
。
夜
来
大
雨
あ
り
、
雷
鳴
と
、
ろ
＜
 
雨
震
。
広
田
金
松
よ
り
、
万
暦
赤
絵
大
筆
架
を
購
ふ
、
勘
定
済
。
奥
田
雲
蔵
来
る
。
島
村
抱
月
、
吉
田
東
伍
と
学
長
を
訪
ふ
て
、
袖
珍
廿
世
紀
文
庫
と
逆
体
国
史
の
事
を
協
議
し
、
一
時
過
き
退
散
。
赤」
（二七
ウ
）
堀
又
次
郎
の
書
二
接
す
。
横
浜
幼
年
保
護
会
教
師
鎌
田
栄
八
よ
り
、
慶
一
の
件
二
付
云
々
の
来
書
あ
り
。
大
坂
紫
安
よ
り
来
書
あ
り
。
高
木
を
訪
ふ
て
、
黄
楊
木
彫
仙
人
置
物
を
得
。
今
人
と
共
二
招
飲
す
。
夜
来
又
雨
あ
り
。
晴
。
山
本
利
喜
雄
、
講
義
栞
の
件
―
―付
来
る
。
半
迂
来
話
。
三
省
堂
の
坂
巻
登
介
、
」
（二八
オ
）
山
下
半
治
、
百
科
字
典
、
伯
勧
誘
状
等
の
件
二
付
来
話
。
鎌
田
栄
八
、
下
林
貞
雄
二
書
を
投
す
。
共
ニ
慶
一
の
事
二
関
す
。
学
報
の
原
稿
を
作
る
。
館
山
漸
之
進
来
る
。
中
橋
徳
五
郎
を
芝
公
園
の
邸
に
訪
ふ
て
、
大
坂
市
長
の
件
を
云
々
し
て
帰
へ
る
。
紫
安
二
書
を
投
す
。
晴
。
関
口
泰
輔
、
伊
原
全
郎
一
身
の
事
二
付
来
訪
。
踵
て
紀
志
嘉
実
来
話
。
大
隈
伯
を
訪
ふ
て
、
講
習
会
の
事
を
云
々
す
。
登
」
（
ニ
八ウ
）
校
、
事
を
処
し
、
午
後
よ
り
高
木
方
―
―
骨
董
を
弄
し
、
一
、
二
点
を
購
ふ
て
帰
へ
る
。
不
在
中
、
薇
刻
師
小
沼
翠
山
、
黒
木
安
雄
の
紹
介
に
て
来
る
。
小
川
為
次
郎
着
京
を
報
す
。
夜
来
雨
あ
り
。
十
六
日
十
五
日
夜
木
挽
町
み
と
り
家
方
に
て
、
米
国
よ
り
帰
朝
の
埴
原
正
直
を
同
- 104-
粉
本
を
購
ふ
て
帰
へ
る
。
印
「春
城
日
記
」
(
-
五
）ー
ー
「双
魚
堂
日
記
j
明
治
四
十
三
年
七
月
ー
—
十
九
日
雨
。
坪
内
大
造
、
赤
堀
又
次
郎
来
訪
。
岡
百
世
二
書
を
与
ふ
。
種
村
宗
八
、
出
版
部
の
件
二
付
来
訪
。
午
後
、
下
村
正
太
郎
、
昇
之
助
、
大
島
来
訪
。
例
の
下
村
改
革
件
二
関
し
、
多
時
協
議
を
凝
し
て
去
る
。
夕
刻
よ
り
」
（二
九オ
）
日
本
倶
楽
部
――
於
て
、
留
学
生
宮
島
絹
男
、
井
上
祈
治
の
送
別
会
を
開
く
。
十
八
日
雨
晴
。
地
震
あ
り
。
傲
刻
家
小
沼
翠
山
来
訪
。
伊
藤
為
吉
、
大
丸
の
件
二
付
来
話
。
関
口
泰
輔
、
田
原
栄
来
話
。
正
午
よ
り
増
子
を
中
学
二
訪
ふ
て
、
会
津
八
一
の
為
に
云
々
す
。
出
版
部
の
事
を
処
す
。
登
校
、
事
務
を
見
、
三
時
よ
り
英
堂
と
会
し
、
薄
暮
帰
宅
。
奥
田
雲
蔵
来
訪
。
下
村
件
二
付
、
町
田
忠
治
、
岩
崎
一
二
書
を
投」
（二
九
ウ）
す
。
又
、
大
坂
の
宿
屋
、
青
木
士
慶
二
書
を
与
ふ
。
曇
。
半
迂
、
岡
百
世
、
校
友
高
橋
文
治
、
文
明
協
会
の
原
等
交
々
来
訪
。
湯
浅
吉
郎
来
る
。
午
餐
を
型
し
て
、
午
後
迄
談
話
。
下
村
、
大
島
、
高
山
来
訪
。
橋
本
来
診
あ
り
。
高
木
を
訪
ふ
て
、
二
、
三
十
七
日
日
曜
田
文
次
郎
来
話
。
又
、
梶
田
半
古
、
奥
田
芳
彦
近
々
北
海
道
行
二
十
日
」
（三
0
オ
）
晴
、
後
曇
。
山
田
清
作
来
る
。
永
井
一
禾
妻
来
る
。
入
監
中
の
慶
一
来
る
。
九
時
よ
り
文
部
省
二
出
頭
。
図
書
標
準
目
録
編
纂
二
付
諮
問
あ
り
。
大
体
答
申
を
な
し
、
召
喚
を
受
け
た
る
田
中
、
和
田
、
渡
辺
、
湯
浅
、
佐
野
等
と
三
河
屋
＿一
会
食
し
、
食
後
編
纂
細
目
を
協
議
し
て
別
る
。
有
賀
長
雄
、
紫
安
等
の
書
二
接
す
。
慶
一
の
件
ニ
付
、
鎌
田
松
造
を
日
本
銀
行
二
訪
ふ
て
話
す
。
夜
に
入
り
、
昆
付
相
談
の
為
来
る
」
（三
0
ウ）
0
二
十
一
日
晴
。
下
林
貞
雄
、
小
林
堅
三
、
広
田
金
松
来
る
。
広
田
よ
り
乾
也
の
茶
碗
を
購
ふ
。
九
時
文
部
省
二
出
頭
、
昨
日
二
引
続
き
標
準
目
録
の
件
を
協
議
し
、
正
午
学
士
会
二
引
上
げ
午
餐
を
共
に
し
て
別
る
。
英
堂
を
訪
ふ
て
帰
へ
る
。
終
日
炎
熱
に
苦
し
む
。
夜
に
入
り
、
紫
安
よ
り
助
役
の
件
二
付
電
信
あ
り
。
二
十
二
日
晴
。
紫
安
よ
り
昨
夜
の
電
報
二
就
て
再
電
」
（三一
オ
）
あ
り
。
下
林
の
書
来
る
。
終
日
家
居
、
記
す
べ
き
事
な
し
。
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二
十
三
日
晴
。
神
楽
江
巻
石
、
三
省
堂
の
編
輯
員
来
訪
。
下
村
正
太
郎
、
紫
安
新
九
郎
ー
一
書
を
投
す
。
岩
崎
一
の
来
書
二
接
す
。
明
日
出
版
部
（
マ
マ
）
講
習
会
二
演
説
の
稿
を
作
る
。
又
、
館
山
よ
り
依
頼
の
平
曲
史
序
文
を
筆
す
。
紫
安
よ
り
、
大
坂
市
長
決
定
の
電
報
来
る
。
北
越
新
報
の
広
井
一
、
新
聞
経
営
二
関
し
、
余
の
指
導
を
得
ん
こ
」
（三
一
ウ）
と
を
欲
し
態
々
出
京
来
訪
、
長
時
間
二
渉
り
余
の
説
を
聴
取
し
て
去
る
。
夜
に
入
り
昆
田
を
訪
ひ
、
又
、
大
坂
新
市
長
植
村
俊
平
を
鳥
屋
鉄
方
に
訪
ふ
て
、
紫
安
の
件
を
托
す
。
十
二
時
帰
宅
。
二
十
四
日
晴
。
高
木
よ
り
購
入
之
西
行
置
物
、
不
正
品
な
り
と
か
に
て
芝
警
察
署
よ
り
呼
出
あ
り
。
手
続
書
を
出
す
。
紫
安
、
中
橋
二
書
を
投
す
。
大
坂
助
役
の
事
二
関
す
。
学
校
出」
（三ニオ）
版
部
二
開
催
中
の
夏
季
講
習
会
二
臨
み
、
一
場
の
演
説
を
為
す
。
在
旅
順
勝
浦
納
雄
二
周
南
書
翰
一
通
を
贈
る
。
不
用
品
数
点
、
高
木
方
へ
下
た
も
の
に
し
て
為
持
遣
す
。
午
後
雨
あ
り
。
橋
本
来
診
。
二
十
五
日
川
村
亀
太
郎
よ
り
来
書
あ
り
。
雨
あ
り
。
近
刻
之
印
を
贈
ら
る
。
神
戸
高
等
商
業
学
校
よ
り
姻
草
箱
を
贈
ら
る
。
川
村
亀
太
郎
よ
り
縮
緬
を
贈
ら
る
。
徳
田
秋
江
来
話
。
三
省
堂
の
坂
巻
、
英
和
字
書
の
見
本
」
（三ニウ）
組
を
齋
ら
し
来
る
。
小
久
江
を
招
き
協
議
に
時
を
移
す
。
石
沢
兵
吾
二
書
を
投
す
。
紫
安
よ
り
来
状
あ
り
。
岡
山
同
窓
会
同
人
と
植
村
俊
平
の
大
坂
行
を
送
り
、
中
鉢
英
明
の
帰
朝
を
迎
ふ
る
た
め
、
菊
隅
楼
二
小
宴
を
開
く
。
加
賀
出
張
先
半
峰
、
在
京
都
下
村
正
太
郎
、
青
木
士
慶
、
中
野
礼
四
郎
等
の
来
書
二
接
す
。
晩
間
よ
り
騒
雨
時
々
来
る
。
紫
安
ニ
書
を
投
す
。
雨
。
今
朝
、
睡
眠
不
足
に
て
頭
痛
を
覚
ふ
。」
（三
オ
）
刊
行
会
の
件
二
付
、
林
縫
之
助
、
山
田
清
作
来
話
。
出
版
部
の
件
二
付、
種
村
来
る
。
伊
原
全
郎
、
石
阪
半
治
来
る
。
亡
弟
遺
子
三
郎
の
件
ニ
書
あ
り
。
会
津
八
一
二
書
を
投
ず
。
午
後
、
高
木
を
訪
ふ
て
籠
筒
を
購
ふ
。
渋
温
泉
地
よ
り
島
村
抱
月
の
消
息
あ
り
。
薄
暮
よ
り
大
付
、
下
林
二
書
を
投
す
。
校
友
岡
田
吉
治
、
紫
安
新
九
郎
よ
り
来
二
十
六
日
曇
天
。
赤
堀
又
次
郎
、
山
田
清
作
、
吉
田
半
迂
来
る
。
半
迂
よ
り
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来
簡
あ
り
。
晴
。
地
引
武
、
加
福
定
吉
、
広
井
一
、
加
賀
幸
三
来
訪
。
会
津
八
暉
「春
城
二
十
九
日
日
記
J
(
一
五
）
ー
「
双
魚
堂
日
記
」
明
治
四
十
三
年
七
月
l 招
き
、
趣
味
談
叢
の
材
料
を
与
ふ
。
紫
安
新
九
郎
よ
り
来
書
あ
り
。
よ
り
古
稀
祝
の
も
の
を
贈
り
来
る
。
引
野
春
治
よ
り
物
を
贈
ら
る
。
新
九
郎
よ
り
来
状
あ
り
、
直
二
答
ふ
。
神
戸
出
張
中
の
東
儀
よ
り
む
し
あ
っ
し
。
病
人
容
態
ま
す
／
＼
よ
ろ
し
か
ら
ず
。
片
野
邑
平
二
十
八
日
す
。
真
島
桂
次
郎
よ
り
暑
中
見
舞
之
書
状
来
る
。
二
十
七
日
雨
。
早
朝
、
伊
原
全
郎
来
訪
。
石
沢
兵
吾
二
氷
壷
集
、
早
稲
田
ア
ル
バ
ム
を
贈
る
。
三
」
（三三ウ）
枝
守
富
を
訪
ふ
て
、
出
版
部
倉
庫
敷
地
借
入
其
他
之
件
を
話
す
。
林
瑛
来
訪
、
云
々
す
。
報
知
社
ニ
紹
介
状
を
与
ふ
。
桂
湖
村
来
訪
、
緯
鏡
五
面
を
贈
ら
る
。
加
福
定
吉
を
三
枝
守
富
二
紹
介
す
。
鈴
木
堅
三
郎
来
訪
。
英
堂
を
訪
ふ。
紫
安
よ
り
郵
信
あ
り
。
角
田
真
平
帰
朝
前
発
送
の
絵
は
が
き
到
達
雨
晴
。
清
涼
を
覚
ふ
。
吉
田
東
伍
来
訪
。
会」
（三
四オ
）
津
八
一
よ
り
電
報
来
る
。
在
大
坂
青
柳
篤
恒
よ
り
、
講
習
会
の
状
況
を
報
じ
来
る
。
日
本
平
和
協
会
員
道
又
勇
太
郎
来
り
入
会
を
請
ふ
、
諾
す
。
三
省
堂
依
頼
之
大
隈
伯
書
簡
を
筆
作
し
、
草
稿
を
坂
巻
二
投
す
。
関
西
出
張
の
坪
内
、
浮
田
、
田
中
、
服
部
へ
書
状
を
発
す
。
紫
安
二
一
よ
り
来
書
あ
り
。
野
田
」
（三
四
ウ
）
庄
兵
衛
盆
礼
労
々
来
る
。
高
木
を
訪
ふ
、
得
る
所
な
し
。
三
時
よ
り
木
挽
町
万
安
方
二
内
野
五
郎、
三
林
、
早
川
等
刊
行
会
の
幹
部
を
会
し
て
、
余
よ
り
発
展
案
一
、
二
決
定
の
後
散
す
。
紫
安
よ
り
講
習
会
二
関
す
る
報
告
来
る
。
橋
本
来
診
あ
り
。
桑
田
春
風
、
館
山
漸
之
進
よ
り
来
書
あ
り
。三
十
日
晴
。
広
田
、
山
田
清
作
、
種
村
宗
八
来
る
。
校
友
引
野
春
治
、
幸
福
銀
行
へ
入
る
二
付
保
証
を
為
す
。
午
後
よ
り
児
を
拉
し
て
神
楽
坂
こ
物
（三五オ）
を
購
ふ
。
昂
を
し
て
骨
董
の
箱
を
作
ら
し
む
。
前
日
来
製
作
数
個
成
る
。
出
版
部
二
印
刷
中
の
商
業
用
文
大
成
成
功
、
本
日
贈
り
来
る
。
岡
田
朝
太
郎
（
昨
今
清
国
よ
り
帰
朝
）
書
を
投
じ
て
、
刊
行
会
の
為
柳
樽
を
借
ら
ん
こ
と
を
も
と
む
。
三
十
一
日
三
省
堂
よ
り
百
科
辞
典
第
三
を
贈
ら
る
。
加
賀
幸
三
」
（三五ウ）
を
を
提
出
、
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報
知
社
の
森
盛
一
郎
来
訪
。
亀
井
忠
一
に
悔
状
を
発
す
。
小
滝
淳
田
よ
り
物
を
贈
ら
る
。
伊
原
全
郎
（
校
友
）
、
余
の
保
証
に
て
大
四
日
一
時
計
の
報
あ
り
。
郷
人
小
田
島
儀
一
郎
来
話
。
夜
来
雨
あ
り
。
晴
。
今
朝
、
町
田
忠
治
を
数
寄
屋
町
旅
宿
二
訪
ふ
て
、
紫
安
の
件
、
下
村
之
件
等
を
話
す
。
昆
田
を
古
河
会
社
二
訪
ふ
て
、
紫
安
の
件
を
話
す
。
豊
川
良
平
を
銀
行
二
訪
ふ
、
不
遇
。
三
省
堂
亀
井
の
三
男
の
訃
―
接
す
。
下
村
二
書
を
投
ず
。
紫
安
二
長
簡
を
与
ふ
。
真
島
桂
次
郎
ヘ
バ
ナ
、
を
贈
る
。
又、
一
簡
を
投
す
。
神
戸
商
業
学
校
水
島
鉄
也
ニ
一
書
を
投
す
。
田
中
隆
三
、
藤
田
組
理
事
辞
任
の
旨
挨
拶
状
来
る
。
夜
に
入
り
神
楽
江
巻
」
（三六ウ）
石
来
話
。
朝
倉
無
声
の
書
到
る
。
三
時
過
、
雷
鳴
と
、
ろ
き
駿
雨
あ
り
。
に
し
て
、
再
び
晴
天
と
な
る
。
晴
。
種
村
宗
八
の
書
二
接
す
。
加
賀
を
招
き
、
趣
味
談
叢
の
材
料
を
与
ふ
。
井
上
折
治
、
法
科
の
留
学
生
と
し
て
不
日
洋
行
二
付
、
来
つ
て
別
を
告
く
。
午
前
雨
あ
り
。
午
後
よ
り
出
版
部
の
渡
辺
、
八
月
二
日 一日
本
田
信
教
来
話
。
杉
山
医
師
、
児
の
診
察
之
為
来
る
。
」
（三六
オ
）
の
書
二
接
す
。
機
、
衰
弱
益
々
甚
し
。
今
朝
の
模
様
に
」
（三
七オ
）
て
は
命
旦
タ
ニ
迫
り
た
る
や
に
見
受
け
し
か
、
午
後
よ
り
少
し
く
元
気
つ
き
た
り
。
橋
本
来
診
二
付
、
何
日
支
持
す
べ
き
や
を
問
ふ
一
週
間
位
な
ら
ん
と
云
へ
り
。
四
、
五
日
は
可
成
外
出
を
見
合
セ
看
護
を
つ
と
む
。
夜
来
雨
あ
り
。
晴
。
種
村
宗
八
、
小
林
堅
三
、
吉
田
半
迂
来
る
。
半
迂
よ
り
、
書
東
用
印
を
贈
ら
る
。
下
林
よ
り
、
三
郎
片
付
口
に
つ
き
云
々
の
申
し
越
し
あ
り
。
鳥
居
大
路
二
書
を
投
す
。
真
島
桂
次
郎
よ
り
、
緞
刻
の
鑑
定
を
請
ひ
一
書
来
」
（三
七ウ
）
る
、
直
二
答
ふ
。
在
京
都
下
村
よ
り
来
電
あ
り
。
高
木
方
二
骨
董
を
見
る
。
広
井
一
よ
り
帰
国
晴
。
早
朝
学
長
を
訪
ふ
て
、
学
長
不
在
中
之
諸
般
の
事
を
報
告
す
。
高
木
を
訪
ふ
て
、
高
卓
、
青
貝
肉
池
を
購
ふ
。
紫
安
よ
り
長
簡
来
る
。
村
山
竜
一
郎
、
小
杉
佐
喜
蔵
よ
り
来
書
あ
り
。
桑
田
春
風
、
大
江
乙
亥
門
、
奥
田
雲
蔵
来
訪
。
病
児
見
舞
之
為
、
」
（三
八オ
）
昆
t
}
ヽ
ー
＝日
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建
部
遜
吾
帰
朝
の
報
到
る
。
真
島
桂
次
郎
の
書
二
接
す
。
午
」
(-―
九
オ
）
後
、
講
習
会
二
於
け
る
演
説
筆
記
を
校
す
。
辻
川
武
之
進
、
川
口
潔
来
る
。
橋
本
来
診
あ
り
。
夜
来
雨
あ
り
。
叫
「春
城
晴
。
坪
内
逍
遥
、
谷
村
一
太
郎
、
田
原
栄
、
神
楽
江
巻
石
来
訪
。
り
来
る
。
半
迂
来
り
近
作
を
示
さ
る
。
増
子
名
義
に
て
加
島
銀
行
六
日
雨
未
た
は
れ
ず
。
山
田
清
作
来
る
。
松
木
弘
、
吉
田
精
一
（
守
衛
九
日
坂
加
島
銀
行
へ
入
り
た
る
旨
報
じ
来
る
。
校
友
加
福
定
吉
を
新
潟
銀
行
支
店
二
紹
介
す
。
亡
弟
遺
子
三
郎
を
勝
吉
二
托
し
置
き
し
処
、
か
し
め
、
勝
吉
二
礼
金
を
取
ら
セ
、
一
段
落
と
す
。
紫
安
の
件
ニ
付
竹
内
作
平
二
書
を
投
す
。
下
林
正
太
郎
よ
り
来
書
あ
り
。
種
村
宗
八
来
話
。
晴
。
桑
田
春
風
、
広
田
金
松
、
吉
田
半
迂
、
山
田
」
（三八ウ）
清
作
来
訪
。
小
田
島
儀
一
郎
来
訪
。
竜
公
美
の
絶
句
幅
一
を
贈
ら
る
。
名
家
書
簡
を
示
し
、
午
餐
を
与
に
し
て
別
る
。
二
国
万
次
郎
出
京
、
来
訪
。
紫
安
新
九
郎
之
書
二
接
す
。
町
田
忠
治
よ
り
来
書
あ
り
。
石
井
藤
五
郎
、
加
福
定
吉
、
加
賀
幸
三
等
交
々
来
る
。
晩
間
出
版
部
の
渡
辺
来
る
。
終
日
家
居
。
五
日
雨
。
紫
安
の
書
二
接
す
。
講
習
会
二
於
け
る
演
説
筆
記
を
修
む
。
本
日
呉
れ
口
あ
り
と
下
林
の
云
ふ
に
任
か
セ
、
下
林
方
へ
連
れ
行
八
日
晴
。
大
江
乙
亥
門
、
池
田
竜
一
来
る
。
英
堂
と
会
す
。
外
出
中
、
鎌
田
松
造
、
慶
一
を
伴
ふ
て
来
る
。
昆
田
来
訪
あ
り
。
武
内
作
平
之
書
二
接
す
。
杉
山
来
診
あ
り
。
在
台
湾
和
泉
文
＝
二
書
を
投
す
。
又
、
山
田
清
作
二
同
断
。
夜
来
大
雨
あ
り
。
」
（四九ウ
）
高
木
を
訪
ふ
て
乾
漆
の
筆
を
獲
。
英
堂
を
見
る
。
午
後
、
下
村
正
太
郎
来
訪
。
踵
て
東
儀
季
治
来
る
。
夕
刻
よ
り
二
国
、
川
上
二
招
か
れ
て
偕
楽
園
二
抵
る
。
深
更
迄
北
越
新
報
前
途
之
為
、
策
す
る
所
あ
り
。
十
一
時
帰
宅
。
終
日
雨
降
り
つ
、
"V'
o
の
子
）
来
話
、
物
を
贈
ら
る
。
会
田
源
」
（四〇オ
）
治
よ
り
物
を
贈
よ
り
借
入
百
五
十
円
手
形
期
限
二
付
、
本
日
手
形
切
り
替
へ
差
入
る
。
大
木
ま
さ
見
舞
二
来
る
。
橋
本
来
診
、
病
人
＿
―
-
日
位
さ
へ
保
つ
ま
じ
と
語
る
。
連
日
降
雨
の
為
各
地
出
水
の
報
あ
り
。
日
記
」
(
-
五
)
ー
|
「
双
魚
堂
日
記
」
明
治
四
十
―
―
一
年
八
月
I
七
日
日
曜
日
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天
明
に
抵
れ
バ
十
一
日
雨
、
昨
夜
よ
り
降
り
つ
、
き
、
市
中
人
行
幾
と
絶
す
る
有
様
也
。
た
る
礼
」
（四
0
ウ）
状
来
る
。
下
林
よ
り
三
郎
の
件
―
―
付
来
状
あ
り
。
終
日
雨
風
甚
だ
し
く
家
居
、
温
故
雑
帖
廿
三
巻
の
は
り
こ
み
を
な
き
立
ち
て
庭
な
ど
を
検
し
見
る
に
、
水
は
き
は
池
に
あ
り
な
が
ら
、
て
、
雨
量
の
大
な
る
を
知
り
得
た
り
。
一
時
頃
よ
り
漸
く
各
町
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
戸
を
叩
く
声
聞
」
（四
一オ
）
こ
え
、
l
一
時
三
時
頃
に
は
近
隣
皆
な
起
き
て
、
真
昼
の
こ
と
く
喧
器
の
声
聞
こ
え
た
り
。
（
マ
マ
）
雨
も
三
時
頃
雷
鳴
と
共
に
漸
く
憩
み
。
一
空
藍
の
ご
と
く
震
れ
渡
り
た
り
。
庭
の
池
も
雨
や
む
と
共
に
平
常
に
復
し
、
余
の
家
は
別
に
損
害
も
受
け
さ
り
雨
。
興
業
銀
行
添
田
よ
り
、
学
校
之
寄
付
金
二
付
云
々
の
電
話
あ
―
付
来
る
。
増
子
喜
一
郎
来
話
。
ふ
。
買
物
代
之
内
十
円
払
入
。
英
堂
を
見
て
か
へ
る
。
平
曲
史
代
浸
水
に
あ
へ
る
も
の
、
し
る
べ
を
尋
ね
て
避
難
す
る
に
や
あ
ら
ん
、
十
二
日
張
水
庭
一
面
に
溢
れ
居
り
た
り
。
斯
の
こ
と
き
は
未
曾
有
の
事
に
す
。
強
雨
あ
り
。
勢
の
凄
ま
じ
き
こ
と
醤
へ
ん
に
も
の
な
く
、
皆
な
起
す
。
雨
は
遠
慮
な
く
続
き
て
、
夜
に
入
り
十
二
時
前
よ
り
覆
盆
の
し
か
、
区
内
浸
水
被
害
者
少
か
ら
ず
と
覚
し
く
、
垣
を
隔
つ
る
小
＝
マ
マ
・
炊
）
学
校
に
は
、
朝
来
避
難
者
を
収
容
し
、
焼
出
し
を
為
す
な
ど
な
か
路
皆
不
通
。
児
女
を
伴
ふ
て
江
戸
川
付
近
の
浸
水
状
態
を
捜
り
、
神
楽
坂
二
物
を
購
ふ
て
か
へ
る
。
青
柳
篤
恒
、
関
西
校
外
教
育
之
状
況
を
報
告
の
た
め
来
る
。
種
村
宗
八
の
書
二
接
す
。
校
友
加
福
定
吉
、
農
工
銀
行
へ
入
る
二
付
身
元
保
証
を
為
す
。
各
所
よ
り
水
見
舞
到
る
。
伊
与
部
太
吉
妻
、
病
気
之
由
を
聞
き
、
見
舞
状
を
発
晴
。
校
友
池
田
慎
一
を
三
枝
二
紹
介
す
。
不
在
」
（
四
ニ
オ
）
中
高
田
学
長
、
増
田
義
一
来
訪
あ
り
。
高
木
方
二
堆
朱
筆
、
螺
細
筆
を
購
序
書
状
を
認
め
、
館
山
漸
之
進
二
投
す
。
鎌
田
松
造
、
慶
一
の
件
十
三
日
村
、
出
版
部
の
組
織
問
題
二
付
来
話
。
川
田
楳
吉
へ
反
物
を
贈
り
の」
（四
一ウ
）
豪
雨
に
て
、
水
害
一
府
八
県
二
わ
た
り
、
鉄
道
ハ
線
病
児
、
今
朝
来
容
体
ま
す
／
＼
あ
し
く
、
昏
睡
状
態
二
陥
る
。
種
（
の
騒
き
也
。
新
聞
の
報
す
る
所
に
拠
れ
バ
、
十
六
年
以
来
十
日
-llO-
事
学
校
方
面
に
伝
ハ
り
、
学
長
初
め
十
数
の
」
（四三ウ）
知
人
交
々
暉
「春
城
十
五
日
日
記
」
(
-
五
）
ー
「双
魚
堂
日
記
」
明
治
四
十
三
年
八
月
l 陰
、
午
後
よ
り
冷
気
甚
し
。
昨
日
に
引
つ
、
き
早
天
よ
り
、
吊
十
七
日
陰
。
三
枝
守
富
之
書
＿
一
接
す
。
在
大
連
肥
田
野
畏
三
郎
よ
り
来
書
あ
り
。
小
包
三
豆
麺
、
絵
は
か
き
を
贈
ら
る
。
伊
与
部
妻
よ
り
」
（四
三
オ
）
来
書
あ
り
。
館
山
漸
之
進
よ
り
林
檎
を
贈
ら
る
。
池
田
竜
一
、
伊
東
知
也
来
訪
。
病
児
、
朝
来
容
体
益
々
あ
し
く
、
咳
嗽
を
催
セ
と
も
之
れ
を
為
す
の
力
な
く
、
苦
悶
数
時
間
二
渉
り
見
る
に
忍
び
ず
。
急
二
橋
本
二
乞
ふ
て
、
頓
服
剤
を
服
セ
し
む
。
晴
。
下
村
、
大
島
来
る
。
同
伴
、
高
田
を
訪
ふ
て
協
議
す
。
帰
宅
後
病
児
益
々
危
篤
、
十
二
時
五
十
分
終
に
逝
く
。
三
時
頃
よ
り
凶
十
四
日
雨
は
夜
に
入
り
ふ
り
つ
、
'v
o
り
、
返
書
を
投
ず
。
八
時
よ
り
学
長
宅
二
出
版
部
の
幹
部
員
を
会
し
、
出
版
部
の
組
織
上
＿一
付
協
議
し
、
正
午
散
会
す
。」
（四ニウ）
午
後
よ
り
雨
風
は
げ
し
、
市
内
低
地
の
湛
水
未
だ
除
か
す
。
人
心
掏
々
た
る
折
り
柄
、
此
の
雨
風
は
幾
何
人
心
を
疾
ま
し
む
る
哉
。
橋
本
来
診
、
瀕
死
の
病
児
、
昨
夜
来
胃
部
二
疼
痛
を
覚
ふ
。
手
当
を
な
し
て
去
る
。
紫
安
新
九
郎
、
中
川
銑
三
郎
よ
り
来
書
あ
り
。
」
（四
四ウ
）
来
訪
。
図
書
館
員
四
、
五
名
来
り
万
端
の
事
務
を
執
る
。
昆
田
は
特
二
葬
具
、
寺
院
等
二
つ
き
夕
刻
迄
指
揮
を
な
し
、
懇
到
遺
憾
な
（
マ
マ
・
心
中
）
き
を
得
た
る
は
、
余
の
中
心
謝
す
る
所
な
り
。
寺
ハ
小
石
川
久
竪
町
善
仁
寺
、
江
部
に
縁
故
あ
る
故
を
以
っ
て
、
之
れ
に
取
り
置
き
を
為
す
――決
し
、
葬
式
の
日
、
十
九
日
午
前
九
時
、
落
合
二
火
葬
し
、
郷
里
墓
地
二
埋
葬
と
決
し
、
特
二
親
戚
井
二
別
懇
の
方
面
の
み
へ
通
知
状
を
発
す
。
報
知
、
国
民
の
二
新
聞
、
井
二
長
岡
、
新
洞
の
二
新
聞
二
広
告
を
依
頼
す
。
児
、
享
」
（四
四オ
）
年
二
十
五
歳
、
浮
屠
氏
法
名
を
釈
実
機
と
命
す
。
雨
。
朝
来
吊
客
相
踵
ぎ
、
終
日
客
二
接
す
。
大
隈
伯
よ
り
特
二
使
を
遣
さ
れ
、
生
花
料
十
円
を
贈
ら
る
。
午
前
納
棺
を
終
り
、
座
敷
ニ
棺
を
移
す
。
出
版
部
よ
り
葬
式
費
用
と
し
て
二
百
円
借
り
受
く
。
今
夜
二
時
就
寝
。
客
来
り
尽
日
応
接
二
忙
ハ
し
く
、
夜
に
入
り
膝
頭
二
疼
痛
を
感
ず
る
程
也
。
各
地
よ
り
吊
電
到
る
。
又
、
水
見
舞
之
書
状
頻
々
と
し
十
六
日
- 111-
十
九
日
十
八
日
て
来
る
。
新
潟
出
張
の
伊
藤
正
、
大
坂
之
紫
安
よ
り
来
信
あ
り
。
夜
に
入
り
昆
田
、
坂
本
三
郎
、
外
五
、
六
の
友
人
通
夜
の
た
め
来
る
。
疲
労
二
堪
へ
す
十
二
時
寝
二
就
く。
曇
天
、
冷
気
甚
し
。
今
日
は
広
告
を
見
て
」
（四
五オ）
不
幸
を
知
り
、
来
り
吊
す
る
も
の
相
踵
き
、
半
日
忙
殺
セ
ら
る
。
か
ね
て
落
合
の
（
マ
マ
・砒
）（
マ
マ
・
付
か
）
火
葬
場
に
於
て
、
遺
骨
を
荼
昆
に
比
す
る
予
定
の
処
、
水
害
之
た
め
各
所
の
火
葬
場
一
時
浸
水
の
結
果
、
落
合
火
葬
場
二
蝠
較
之
為
め
、
停
滞
之
棺
尚
二
百
三
十
を
剰
す
と
聴
き
、
急
二
日
暮
里
二
変
更
す
。
夜
に
入
り
読
経
僧
来
る
。
前
夜
の
こ
と
し
。
但
し
僧
二
名
を
加
ひ
、
終
夜
読
経
セ
し
む
。
曇。
朝
来
、
前
島
男
其
他
よ
り
頻
々
吊
」
（匹
五ウ）
問
あ
り
。
九
時
出
棺
、
棺
ハ
馬
車
に
載
す
。
生
花
、
造
花
、
花
環
十
二
。
会
葬
者
二
百
名
。
久
堅
町
善
仁
寺
二
仏
葬
を
営
む
。
式
了
り
、
棺
車
二
随
ひ
日
暮
里
町
屋
の
火
葬
場
―ー
抵
る
。
吉
田
東
伍
外
四
、
五
名
随
伴
。
途
中
浸
水
未
退
か
す
、
車
夫
の
脚
半
バ
に
達
す
。
十
二
時
万
端
滞
り
な
く
済
み、
一
時
帰
宅
。
今
夜
凶
事
以
来
特
＿一
斡
旋
し
た
る
人
初
晴
。
紫
安
新
九
郎
、
広
田
金
松
二
書
を
投
す
。
牧
野
謙
次
郎
、
に
到
る
。 二
十
日
井
ニ
ニ
、
三
の
親
族
を
招
き
、
晩
食
を
嬰
す
。
会
葬
者
井
二
吊
詞
を
送
れ
る
人
々
に
謝
状
を
発
す
。
総
数
約
三
百
通
、
葬
式
費
約
二
百
三
十
円
、
香
典
」
（四
六オ）
の
額
、
今
夕
九
時
迄
約
三
百
五
十
円
。
夜
来
雨
あ
り
。
陰
。
数
日
の
低
気
圧
未
去
ら
す
、
朝
来
冷
気
甚
し
。
今
朝
、
内
子
、
昂
、
五
郎
を
伴
ふ
て
、
骨
拾
ひ
に
日
暮
里
火
葬
場
二
抵
る
。
田
中
穂
積
、
近
藤
馬
五
郎
吊
礼
之
為
来
る。
高
田
学
長
を
訪
ふ
て
話
す
。
在
台
湾
直
治
、
文
三
よ
り
、
重
栖
二
嫁
し
た
る
静
の
事
二
付
書
状
来
る
。
静
、
妊
娠
の
処
近
頃
喀
血
、
此
場
合
勘
当
を
解
き
、
慰
藉
を
与
へ
呉
れ
よ
と
の
事
に
て
、
重
栖
よ
り
仲
媒
者
に
遣
し
た
る
書」
（四
六
ウ
）
状
も
添
へ
あ
り
。
不
幸
中
更
ら
に
此
の
報
を
得
て
、
轄
た
断
腸
の
念
あ
り
。
午
後
、
内
子
、
児
女
を
伴
ふ
て
寺
に
抵
り
、
初
七
日
の
経
を
済
ま
す
。
遺
骨
を
郷
里
へ
携
帯
迄
寺
に
預
け
お
く
。
小
田
島
儀
一
郎
、
矢
野
太
郎
吊
礼
二
来
る
。
各
地
よ
り
吊
状
頻
り
二
十
一
日
- 112-
刻翻
冒
城
朝
倉
亀
三
外
四
、
五
の
吊
客
来
る
。
僧
来
り
七
日
経
を
読
む
。
散
策、」
（四
七
オ
）
英
堂
を
見
ん
と
す
。
病
あ
り
見
る
能
ハ
ず
。
途
中
ニ
飯
し
て
帰
へ
る
。
宗
家
よ
り
吊
電
来
る
。
外
二
吊
状
四
、
五
到
る
。
加
福
よ
り
麦
酒
壱
打
を
贈
ら
る
。
夜
に
入
り
富
永
忠
司
見
舞
之
為
来
る
。
佐
藤
伊
左
衛
門
（
改
名
、
忠
興
）
よ
り
吊
電
来
る
。
二
十
二
日
晴
。
佐
藤
光
興
代
人
来
り
香
を
贈
ら
る
。
丹
呉
俊
平
井
――
北
堂
よ
り
吊
状
来
る
。
東
儀
季
治
来
り
、
演
芸
研
究
所
の
事
を
協
議
し
て
去
る
。
百
水
一
滴
の
続
篇
を
草
す
。
十
五
日
、
長
男
死
去
の
広
告
、
新
潟
、
長
岡
の
」
（四七
ウ
）
二
新
聞
二
依
頼
セ
し
処
、
出
水
の
た
め
、
今
以
っ
て
当
方
よ
り
之
書
状
、
先
方
へ
到
達
セ
さ
る
二
付、
今
日
長
岡
の
石
塚
三
郎
へ
、
掲
載
方
依
頼
之
電
報
を
発
す
。
橋
本
左
武
郎
へ
謝
儀
五
十
円
遣
す
。
岡
山
陽
吊
問
の
為
来
訪
。
慶
一
来
る
。
前
途
を
訓
戒
し
て
去
ら
し
む
。
贈
ら
る
。
広
田
金
松
よ
り
返
書
あ
り
。
日
韓
合
邦
内
容
の
新
聞
号
外
出
づ
。二
十
三
日
松
川
第
十
郎
、
長
岡
川
上
淳
一
郎
よ
り
吊
状
井
二
香
典
来
る
。
辻
川
武
之
進
悔
二
来
る
。
平
野
履
道
来
話
。
英
堂
と
会
し
午
餐
を
と
も
に
す
。
大
坂
花
屋
よ
り
物
を
贈
り
来
る
。
杉
山
茂
吉
二
謝
儀
十
円
為
持
遣
る
。
夜
分
杉
山
茂
吉
来
る
。
疲
労
を
感
し
早
く
寝
ぬ
。
晴
。
百
水
一
滴
続
篇
を
箪
し
、
略
々
脱
稿
。
昆
田
来
訪
。
町
田
よ
り
電
話
あ
り
。
東
北
よ
り
帰
京
を
報
す
。
明
朝
訪
問
を
約
す
。
大
（
マ
マ
）
坂」
（四
八
ウ
）
の
中
橋
徳
五
郎
よ
り
吊
状
、
香
典
来
る
。
在
脩
禅
寺
、
高
田
学
長
二
書
を
投
す
。
明
朝
五
郎
大
坂
へ
出
発
二
付
、
紫
安
宛
書
状
を
与
ふ
。
大
丸
の
東
郷
昌
武
来
話
。
高
田
よ
り
来
書
あ
り
。
晴
。
越
後
方
面
よ
り
、
悔
状
十
三
通
纏
ま
っ
て
来
着
。
交
通
杜
絶
之
為
手
間
取
れ
、
遅
着
の
も
の
多
し
。
下
村
、
紫
安
の
件
二
付
、
町
田
忠
治
を
旅
館
に
訪
ふ
て
話
す
。
不
在
中
小
田
島
、
田
原
、
梅
沢
、
巽
」
（四九オ
）
李
軒
等
来
訪
。
紫
安
新
九
郎
、
会
津
八
一
よ
り
来
書
あ
り
。
会
津
よ
り
電
報
来
る
、
直
二
答
ふ
。
今
朝
、
和
泉
五
郎
、
大
坂
へ
向
け
出
発
す
。
紫
安
二
書
を
投
す
。
刊
行
会
第
六
回
刊
行
書
出
版
成
る
。
小
田
島
再
訪
。
佐
藤
伊
左
衛
門
、
内
政
棄
乱
日
記
j
（
一
五
）
ー
_
_
 「双
魚
堂
日
記
j
明
治
四
十
三
年
八
月
ー
ー
快
晴
。
賀
田
直
治
よ
り
吊
状
来
る
。
新
潟
桜
井
」
（四八オ
）
市
作
、
一
茶
同
好
会
よ
り
一
茶
伝
刊
本
を
二
十
四
日
二
十
五
日
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払
暁
豪
雨
あ
り
。
和
泉
五
郎
着
坂
之
旨
報
あ
り
。
慶
一
の
件
二
付
鎌
田
来
話
。
奥
田
雲
蔵
来
訪
、
南
部
産
鉄
瓶
を
贈
ら
る
。
同
人
住
友
銀
行
二
入
る
二
付
、
数
通
の
紹
介
状
を
付
す
。
北
越
新
報
、
余
（
マ
マ
）
の
談
話
走
馬
燈
の
掲
載
を
は
し
む
。
児
女
を
訪
ふ
て
浅
草
辺
二
散
策
す
。
小
川
為
次
郎
来
訪
、
香
典
十
円
贈
ら
る
。
石
沢
兵
吾
よ
り
念
八
日
オ
）
吉
田
東
伍
来
話
。
小
供
等
寺
へ
行
く
。
念
七
日
晴
。
真
島
之
家
よ
り
、
供
物
小
包
に
て
着
。
本
家
よ
り
水
見
舞
状
来
る
。
青
柳
篤
恒
二
書
を
投
す
。
」
（
四
九
ウ
）
高
木
へ
堆
朱
筆
代
金
之
内
、
十
五
円
井
二
不
用
品
若
干
下
夕
物
二
遣
す
。
半
迂
来
話
、
児
女
を
伴
ふ
て
神
楽
坂
二
草
花
を
購
ひ
、
後
園
二
栽
ふ
。
朝
倉
亀
一
三
簡
し
て
事
を
托
す
。
夜
に
入
り
郷
里
よ
り
吊
状
、
香
典
四
、
一
身
上
之
事
l
―付
来
話
。
五
通
来
る
。
小
柳
善
四
郎
、
晴
。
内
藤
久
寛
吊
問
あ
り
。
広
田
金
松
来
る
。
高
田
よ
り
帰
京
之
報
あ
り
。
小
野
寺
文
哉
、
宗
家
を
も
代
表
し
吊
礼
二
来
る
。
」
（五
0
廿
六
日
之
事
二
付
云
々
の
談
を
為
し
て
去
る
。種
村
宗
八
、
夜
に
入
り
来
話
。
吊
問
状
来
る
。
駆
雨
時
々
到
る
。
後
園
二
秋
草
を
植
ゆ
。
紫
安
よ
り
来
書
あ
り
。
半
夜
烈
風
」
（
五0
ウ
）
起
り
払
暁
ま
で
つ
~
V
'
o
晴
。
山
田
清
作
、
朝
倉
亀
三
来
話
。
正
午
、
英
堂
を
見
る
。
刊
行
会
の
件
二
付
、
大
坂
の
西
尾
豊
二
書
を
投
す
。
小
田
島
儀
一
郎
来
話
。
在
大
連
肥
田
野
畏
三
郎
よ
り
香
典
入
吊
状
来
る
。
高
木
方
を
訪
ふ
。
獲
る
所
な
く
し
て
帰
へ
る
。
広
井
一
父
の
訃
に
接
す
。
日
（
マ
マ
・
浅
）
韓
合
併
詔
勅
換
発
。
三
十
日
」
（五一
オ）
晴
。
広
井
一
父
死
去
二
付
吊
状
、
香
典
を
贈
る
。
飯
村
俊
二
外
ニ
人
よ
り
吊
状
、
香
典
来
る
。
石
塚
三
郎
二
書
を
投
す
。
小
林
堅
三
館
用
に
て
来
る
。
表
装
を
托
し
お
け
る
書
翰
数
巻
出
来
。
政
教
社
の
八
太
徳
三
郎
、
百
水
一
滴
原
稿
の
事
二
付
来
訪
。
午
後
、
小
川
簡
堂
を
伴
ふ
て
、
原
宿
二
山
沢
俊
夫
を
訪
ひ
、
片
野
邑
平
所
蔵
の
書
画
骨
董
を
見
、
夜
に
入
り
京
橋
辺
二
晩
餐
を
与
に
し
て
帰
へ
る
。
和
泉
五
郎
、
山
崎
恒
四
郎
、
下
村
正
太
郎
の
書
―
―
接
す
。
三
十
一
日
」
（五一ウ）
晴
。
岡
村
千
秋
（
読
売
記
者
）
日
曜
付
録
二
朝
鮮
本
の
説
話
を
請
念
九
日
-114-
九
月
（五ニ
オ
）
二
百
十
日
。
無
風
曇
天
。
加
福
定
吉
、
本
間
正
雄
、
吉
田
半
迂
来
訪
。
新
潟
の
桜
井
市
作
、
子
息
孝
治
を
伴
ひ
来
り
、
物
を
贈
ら
る
。
（
マ
マ）
鷲
尾
義
房
も
来
る
。
吉
田
東
伍
を
百
水
一
滴
を
示
す
。
京
都
の
谷
村
一
太
郎
よ
り
吊
状
と
香
」
（五ニ
ウ
）
来
る
。
加
賀
幸
三
、
久
須
美
の
香
典
を
齋
ら
し
来
る
。
高
木
方
へ
預
り
品
を
返
す
。
康
平
経
筒
暉
「春
城
二
日
晴
。
藤
川
捗
記
の
訃
に
接
す
。
続
百
水
一
滴
を
筆
し
脱
稿
。
小
田
島
儀
一
郎
来
訪
。
家
蔵
の
書
画
を
展
観
し
て
、
夜
に
入
り
別
る
。
一
日
ふ
。
即
ち
口
授
筆
記
セ
し
む
。
広
田
金
松
よ
り
小
水
麿
経
巻
を
購
ふ
。
山
田
清
作
、
吉
田
半
迂
、
隆
文
館
員
、
益
軒
全
集
之
事
二
付
来
訪
あ
り
。
亡
児
葬
式
之
際
の
返
礼
二
大
隈
伯
、
前
島
男
、
高
田
、
坪
内
、
三
枝
、
昆
田
を
歴
訪
。
高
木
方
二
骨
董
を
弄
し
て
帰
へ
る
。
内
藤
湖
南
の
書
二
接
す
。
不
在
中
、
高
田
学
長
、
江
部
淳
夫
、
肥
田
野
姉
妹
来
訪
。
晩
間
雨
あ
り
。
夜
に
入
り
旗
野
蓑
織
来
訪
。
」
五
日
売
却
之
為
、
高
木
へ
托
す
。
青
磁
燭
台
香
合
二
個
代
外
二
品
代
十
円
払
。
会
津
八
一
来
り
、
葡
萄
を
贈
ら
る
。
雨
。
林、
山
田
清
作
来
る
。
刊
行
会
会
員
募
集
の
件
を
協
議
す
。
山
田
市
郎
を
招
き
、
標
準
目
録
立
案
を
托
す
。
登
校
、
維
持
員
会
二
列
し
、
池
袋
付
近
学
校
運
動
場
用
土
地
一
万
坪
購
入
之
件
を
決
す
。
小
川
簡
堂
来
校
あ
り
。
午
後
よ
り
音
羽
護
」
（五一ニ
オ
）
国
寺
、
梅
謙
次
郎
の
葬
式
二
臨
む
。
西
尾
豊
よ
り
来
書
あ
り
。
政
教
社
へ
余
の
読
売
主
筆
時
代
の
経
歴
を
新
聞
に
載
セ
ん
と
て
談
話
を
請
ふ
。
即
ち
談
話
を
筆
記
セ
し
む
。
風
。
高
山
圭
三
の
書
二
接
す
。
藤
川
捗
記
死
去
――
付
吊
状
を
発
す
。
小
柳
善
四
郎
、
朝
倉
亀
三
来
訪
。
午
後
よ
り
書
翰
の
曝
書
を
為
し
、
整
理
に
半
日
を
消
す
。
風
。
赤
堀
又
次
郎
来
訪
、
物
を
贈
ら
る
。
石
坂
半
治
来
り
物
を
贈
ら
る
。
広
田
金
松
、
山
田
清
作
来
る
。
新
潟
新
聞
社
通
信
員
内
山
日
記
J
(一五）
ー
「双
魚
堂
日
記
j
明
治
四
十
三
年
九
月
I
一
切
の
巻
数
」
（五
＿ニウ
）
約
二
百
巻
。
四
日
水
の
原
稿
を
為
持
遣
る
。
読
売
社
員
人
見
円
吉
、9
夜
に
入
り
来
り
、
一日
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晴
、
風
。
有
賀
長
雄
、
藤
山
治
一
、
吊
礼
l
―来
る
。
広
田
、
小
田
島
、
桑
田
来
る
。
東
郷
外
一
人
、
大
丸
用
に
て
来
る
。
角
田
竹
冷
高
桑
納
吉
の
紹
介
に
て
、
来
る
。
真
島
家
よ
り
物
を
贈
ら
る
。
校
友
」
（五
四
ウ）
大
滝
譲
次
、
一
身
上
の
事
-―
関
し
来
訪
あ
り
。
読
売
風
歌
み
雨
降
る
。
山
田
清
作
来
る
。
島
村
滝
太
郎
、
吊
礼
二
来
り
物
を
贈
ら
る
。
高
木
を
訪
ふ
て
書
画
を
見
る
。
有
賀
長
雄
を
訪
ふ
、
七
日
の
た
め
に
、
余
の
在
社
時
代
の
回
顧
録
を
筆
す
。
よ
り
近
著
俳
塀
記
を
贈
ら
る
。
午
後
、
栗
田
興
助
、
真
島
平
三
郎
六
日
を
購
ふ
。
価
五
十
」
（五
四
オ）
二
円
也
。
正
金
品
物
下
夕
に
出
し
、
相
を
召
し
、
王
政
復
古
を
議
す
る
図
（
原
本
大
徳
寺
宝
什
）
住
吉
模
本
、
人
丸
（
千
蔭
和
歌
、
抱
一
画
）
図
、
岩
倉
具
視
和
歌
一
幅
代
金
決
済
。
昂
、
音
楽
学
校
分
教
場
撰
科
へ
入
学
の
件
二
付
、
湯
原
校
長
ー一
書
を
投
す
。
大
典
和
尚
箪
惟
善
堂
記
、
表
具
屋
へ
遣
し
、
額―
―仕
立
を
頼
む
。
し
む
。
正
午
、
英
堂
を
見
る
。
高
木
方
を
過
き
、
後
醍
醐
帝
前
丞
省
三
来
り
、
談
話
を
乞
ふ
。
即
座
学
生
二
関
す
る
談
話
を
筆
記
セ
不
在
。
午
後
、
家
居
。
書
画
幅
類
を
整
理
す
。
有
賀
よ
り
郵
書
あ
り
。
夜
に
入
り
高
田
俊
雄
、
出
版
部
の
件
二
付
来
話
。
夜」
（五
オ）
来
豪
雨
あ
り
。
清
国
漫
遊
中
の
桂
湖
村
よ
り
来
書
あ
り
。
野
口
多
内
よ
り
吊
状
来
る
。
雨
。
広
田
金
松
来
る
。
後
醍
醐
帝
の
古
画
を
托
し
て
、
今
泉
雄
作
の
鑑
定
を
乞
ふ
。
小
林
堅
三
、
館
用
に
て
来
る
。
日
清
印
刷
会
社
の
重
役
会
二
臨
む
。
八
月
中
の
利
益
金
約
三
千
円
、
昨
年
に
比
す
（
マ
マ
）
れ
バ
、
成
蹟
極
め
て
可
也
。
東
儀
季
治
よ
り
文
芸
研
究
所
相
談
之
件
二
付
、
十
一
日
夕
飯
後
、
坪
内
方
へ
来
」
（五
ウ）
る
べ
き
旨
申
来
る
。
四
時
よ
り
矢
来
倶
楽
部
に
於
て
、
出
版
部
の
組
合
会
を
開
く
。
紫
安
新
九
郎
よ
り
来
書
あ
り
。
朝
来
雨
、
終
日
晴
れ
す
。
欝
陶
敷
こ
と
云
ハ
ん
か
た
な
し
。
高
木
を
訪
ふ
て
骨
董
を
弄
し
、
宝
亭
二
飯
し
て
帰
へ
る
。
下
村
正
太
郎
よ
り
来
書
あ
り
。
江
部
妻
来
訪
、
物
を
贈
ら
る
。
十
日
」
（五六オ
）
雨
天
。
広
田
金
松
来
る
。
交
趾
の
布
袋
置
物
を
購
ふ
。
山
田
清
作
九
日
八
日
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（五
七
オ
）
東
儀
季
治
来
り
、
文
芸
試
演
場
の
件
二
付
云
々
し
て
去
る
。
木
村
粂
市
、
土
地
抵
当
銀
行
之
件
二
付
来
話
。
午
後
、
藤
田
寛
吉
郎
、
吉
田
東
伍
来
話
。
夕
刻
、
大
坂
の
高
山
圭
三
を
西
河
岸
旅
宿
＿
一訪
ふ
。
偶
々
座
――
信
托
会
社
の
岩
崎
一
あ
り
、
下
村
之
件
暉
「春
十
二
日
十
一
日
城
日
曜
。
大
滝
譲
次
、
加
賀
幸
三
、
池
田
慎
一
、
隆
文
館
社
員
某
来
る
。
河
内
広
次
郎
よ
り
悔
状
来
る
。
山
田
穀
城
母
の
訃
に
接
す
。
在
大
坂
奥
田
雲
蔵
よ
り
来
信
あ
り
。
高
木
方
二
骨
董
を
弄
し
、
英
堂
と
会
し
、
午
後
帰
宅
。
大
滝
譲
次
来
訪
。
交
々
来
訪
。
中
野
平
弥
よ
り
悔
状
、
香
典
来
る
。
学
長
を
訪
ふ
て
、
出
版
部
の
件
を
協
議
す
。
引
野
春
治
、
一
」
（五六ウ）
身
上
の
件
ニ
付
来
訪
。
山
田
穀
城
――
悔
状
を
発
す
。
校
友
加
福
定
吉
来
訪
。
又、
本
田
信
教
、
昆
田
文
次
郎
交
々
来
話
。
晩
餐
後
、
坪
内
宅
二
文
芸
協
会
幹
部
員
会
合
、
試
演
場
其
他
之
件
二
付
、
重
要
の
協
議
を
遂
け
、
深
更
帰
宅
。
不
在
中
、
神
楽
江
来
訪
、
物
を
贈
ら
る
。
今
日
二
百
廿
日
。
晴
天
に
て
平
穏
也
。
校
友
会
田
彰
誠
来
る
、
物
を
贈
ら
る
。
小
久
江
、
種
村
を
招
き
、
出
版
部
の
協
議
を
為
す
。」
十
六
日
を
話
し
て
帰
へ
る
。
十
三
日
雨
。
登
校
、
事
務
を
見
る
。
午
後
四
時
よ
り
神
楽
坂
常
盤
方
二
於
（
マ
マ
）
て
、
巽
来
治
郎
洋
行
送
別
会
を
兼
ね
、
出
版
部
の
編
輯
会
を
開
」
（五
七
ウ）
く
。
実
業
学
校
よ
り
、
十
八
日
富
士
見
軒
二
於
て
宴
会
を
開
く
旨
案
内
来
る
。
払
暁
地
震
あ
り
。
雨
。
朝、
山
田
清
作
、
学
生
湯
川
来
る
。
頭
部
二
神
経
痛
を
感
し
て
、
終
日
臥
す
。
勝
吉
来
り
、
慶
一
の
事
を
云
々
す
。
林
瑛
、
報
知
記
者
と
な
り
、
大
坂
に
赴
く
と
て
告
別
の
為
来
る
。
真
島
平
三
郎
、
北
海
道
着
の
報
到
る
。
昂
、
音
楽
学
校
専
科
に
入
学
す
。
終
夜
雨
降
る
。
」
（五
八
オ
）
雨
。
広
田
金
松
来
り
、
容
堂
侯
遺
愛
の
水
精
花
器
を
齋
ら
し
示
す
。
近
日
忌
明
――
付、
礼
状
の
印
刷
を
日
清
印
刷
二
托
す
。
下
村
正
太
郎
二
書
を
投
す
。
湯
川
豊
策
、
徴
兵
事
故
退
学
の
件
二
付
来
訪
。
英
堂
を
見
る
。
忌
明
き
謝
状
印
刷
成
る
。
日
記
」
(
-
五
）
ー
「
双
魚
堂
日
記
」
明
治
四
十
三
年
九
月
ー
'|
十
五
日
十
四
日
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十
九
日
協
議
す
。
今
夕
、
亡
児
の
た
め
吉
田
東
伍
、
江
部
淳
夫
等
を
招
き
陰
欝
の
天
候
、
未
回
復
セ
す
。
半
迂
来
る
。
小
久
江
成
一
、
出
版
上
の
事
二
付
来
訪
。
出
版
部
二
抵
り
、
幹
部
員
を
会
し
、
終
日
出
版
上
之
協
議
を
為
す
。
夜
来
雨
あ
り
。」
（五
八ウ
）
陰
天
。
広
田
よ
り
水
精
の
花
瓶
を
購
ふ
。
代
り
に
品
物
若
干
を
遣
す
。
校
友
引
野
来
話
。
加
藤
万
作
来
る
。
図
書
館
協
会
之
事
を
云
々
す
。
石
沢
兵
吾
よ
り
来
書
あ
り
。
出
版
部
に
至
り
、
国
字
解
十
八
日
日
曜
。
初
め
て
快
晴
を
得
た
り
。
在
富
山
谷
村
一
太
郎
よ
り
来
書
あ
り
。
白
石
、
山
陽
の
」
（五
九オ
）
書
を
遣
ハ
し
、
鑑
定
を
乞
ひ
来
三
十
五
日
の
仏
事
を
営
み
晩
餐
を
と
も
に
す
。
杉
山
茂
吉
来
訪
。
池
久
吉
来
る
。
山
田
清
作
来
る
。
新
潟
新
聞
記
者
内
山
省
三
来
り
、
改
進
党
創
立
当
時
の
事
」
（五
九ウ
）
を
問
ふ
。
即
口
授
筆
記
セ
し
む
。
登
校
、
出
版
部
の
事
を
処
す
。
逍
遥
訳
「ロ
ミ
ヲ
」
卜
「
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
出
版
製
本
成
る
。
今
夜
、
理
工
科
留
学
生
佐
藤
、
佐
野
外
一
人
、
帰
朝
二
付
歓
迎
会
を
兼
ね
、
同
科
講
師
会
を
日
本
倶
楽
夜
来
雨
あ
り
。
雨
。
江
部
淳
夫
、
文
部
省
よ
り
熊
本
高
等
学
校
へ
赴
任
之
内
命
あ
り
、
一
身
上
之
相
談
之
為
来
る
。
種
村
、
広
田
来
る
。
引
」
（六〇
オ
）
野
春
治
よ
り
梨
菓
を
贈
ら
る
。
登
校
、
学
報
編
輯
等
之
事
を
処
す
。
日
清
印
刷
会
社
を
訪
ふ
て
用
件
を
談
し
帰
宅
。
紫
安
新
九
郎
の
書
二
接
す
。
今
夜
、
学
校
同
人
と
新
潟
の
斎
藤
庫
造
を
赤
坂
三
河
屋
二
招
飲
す
。
務
を
見
る
。
午
後
よ
り
坪
内
を
訪
ふ
て
、
文
芸
試
演
場
の
件
を
協
（
マ
マ）
議
し
て
返
へ
る
。
不
在
中
、
貫
名
駿
一
来」
（六
0
ウ
）
訪
。
御
影
の
晴
。
前
島
男
を
訪
ふ
て
、
白
眼
会
開
会
の
日
を
定
む
。
登
校
、
事
廿
一
日
方
に
田
中
、
島
村
、
東
儀
等
と
会
し
て
、
試
演
場
其
他
の
件
＿一
付
る
。
高
木
を
訪
ふ
て
、
福
沢
翁
の
書
幅
を
購
ふ
。
午
後
よ
り
坪
内
悟
へ
る
。
'‘
 
追
補
続
刊
之
設
計
を
な
し
半
日
を
消
す
。
登
校
、
学
長
と
話
し
て
廿
日
部
二
催
す
。
余
も
出
席
す
。
札
幌
発
真
島
平
三
郎
の
書
二
接
す
。
十
七
日
曇
天
。
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廿
二
日
書
あ
り
。
廿
六
日
別
る
。
会
津
八
一
よ
り
一
茶
書
翰
の
写
を
贈
り
来
る
。
廿
五
日
周
年
祭
典
を
挙
行
す
る
――
付
、
案
内
状
来
る
。
江
部
淳
夫
よ
り
来
村
、
出
版
部
の
件
――
付
来
る
。
」
（六ニオ）
公
先
よ
り
金
を
携
へ
て
出
奔
、
最
早
保
護
の
限
り
に
あ
ら
ず
云
々
酒
造
家
加
納
治
兵
衛
よ
り
、
其
の
珍
蔵
唐
人
筆
画
図
讃
文
を
コ
ロ
タ
イ
プ
に
付
し
た
る
法
帖
を
贈
ら
る
。
下
林
よ
り
慶
一
、
又
、
奉
来
書
あ
り
。
政
教
社
よ
り
、
廿
四
日
青
年
会
堂
二
南
州
翁
三
十
三
晴
。
嘉
納
治
兵
衛
へ
礼
状
を
発
す
。
半
迂
、
広
」
（六
ーオ）
田
、
種
村
、
引
野
（春
治
）
等
交
々
来
る
。
刊
行
会
の
件
――
付
、
豊
川
良
平
を
三
菱
銀
行
に
訪
ふ
て
話
す
。
高
木
方
二
立
寄
、
錦
町
二
飯
し
、
午
後
参
校
、
事
務
を
見
る
。
不
在
中
、
田
代
亮
介
来
訪
。
廿
三
日
晴
。
山
田
清
作
来
る
。
種
村
、
小
久
江
を
招
き
、
出
版
部
の
件
を
長
時
間
協
議
す
。
下
林
貞
雄
、
慶
一
の
件
二
付
来
話
。
英
堂
と
勢
州
方
二
会
す
。
野
田
屋
を
訪
ふ
て
水
精
の
観
音
を
購
ふ
。
白
眼
会
の
件
」
（六一ウ
）
二
付
、
前
島
男
、
梅
浦
精
一
よ
り
来
書
あ
り
。
下
村
正
太
郎
の
返
書
到
る。
不
在
中
、
江
部
妻
の
母
、
三
浦
卓
爾
来
る
。
梅
浦
二
答
ふ
。
暉
「
春
城
秋
季
皇
霊
祭
。
広
田
来
る
、
雑
本
を
購
ふ
。
校
友
大
塚
彦
治
、
就
職
之
件
――
付
頼
談
あ
り
。
出
版
部
対
博
文
館
条
約
改
正
の
件
二
付、
小
久
江
成
一
来
談
あ
り
。
午
後
よ
り
下
村
正
太
郎
来
訪
。
踵
て
種
曇。
日
曜
。
貫
名
駿
一
、
朝
鮮
本
之
件
二
付
来
訪
。
静
嘉
堂
文
庫
の
寺
田
弘
二
紹
介
す
。
下
村
、
大
島
来
訪
。
同
伴
、
高
田
を
訪
ふ
て
、
同
家
の
整
理
問
題
を
協
議
す
。
伊
与
部
太
吉
来
訪
。
高
木
を
訪
ふ
て
、
骨
董
を
見
る
。
杉
山
茂
吉
来
訪
、
晩
餐
を
と
も
に
し
て
雨
。
加
賀
幸
三
来
る
。
北
越
新
報
之
為
走
馬
」
（六ニウ）
燈
の
材
料
を
与
ふ
。
山
田
清
作
、
吉
田
半
迂
来
る
。
大
江
乙
亥
門
来
る
。
実
業
日
本
の
為
材
料
を
与
ふ
。
登
校
、
事
務
を
処
す
。
在
清
国
桂
五
十
郎
よ
り
来
信
あ
り
。
桑
田
春
風
二
書
を
与
ふ
。
夕
刻
よ
り
神
楽
坂
青
陽
楼
二
菊
池
、
松
平
、
牧
野
を
会
し
て
、
諸
子
国
字
解
の
件
を
協
議
す
。
池
久
吉
の
書
二
接
す
。
八
時
過
地
震
あ
り
。
尾
道
図
日
記
J
(
一
五）
ー
「双
魚
堂
日
記
」
明
治
四
十
三
年
九
月
I
廿
四
日
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雨
。
内
山
省
三
、
吉
田
半
迂
、
引
野
春
治
来
る
。
下
村
正
太
郎
十
月
一
日
時
散
会
。」
（六
四ウ
）
二
十
八
日
六
、
七
名
来
会
あ
り
。
書
館
長
渋
谷
栄
造
よ
り
来
書
あ
り
。
雨
。
高
木
を
訪
ふ
て
骨
董
を
見
る
。
下
村
」
（六三オ）
正
太
郎
来
訪
。
踵
て
石
塚
三
郎
出
京
、
来
訪
あ
り
。
今
夜
、
前
島
男
を
中
心
と
セ
る
白
眼
会
を
偕
楽
園
二
開
く
。
余
幹
事
と
し
て
専
ら
斡
旋
す
。
廿
本
日
京
坂
へ
出
発
二
付
、
改
革
相
談
之
為
来
り
、
長
時
間
打
合
を
為
し
て
去
る
。
出
版
部
―
―
幹
部
員
を
会
し
て
、
国
字
解
広
告
其
他
之
件
を
協
議
」
（六三ウ）
す
。
英
堂
を
見
る
。
夕
刻
よ
り
出
版
部
同
人
四
、
五
と
伊
予
紋
二
巽
来
治
郎
を
招
飲
す
。
近
日
洋
行
二
付
、
祖
道
の
為
也
。
暁
間
大
雨
あ
り
。
前
島
男
、
桑
田
春
風
の
書
二
接
す
。
二
十
九
日
曇
。
江
部
淳
夫
、
広
田
金
松
、
加
賀
幸
三
、
大
塚
某
来
訪
。
加
賀
ニ
走
馬
燈
の
材
料
を
口
授
箪
記
セ
し
む
。
前
島
男
、
賀
田
直
治
ニ
書
を
投
す
。
登
校
、
事
務
を
見
る
。
大
坂
の
紫
安
ー
一
書
を
投
す
。
」
廿
七
日
三
十
日
朝
晴
れ
、
夜
に
入
り
雨
。
桑
田
春
風
来
る
。
手
紙
雑
誌
の
材
料
を
与
ふ
。
登
校
、
事
務
を
見
る
。
又
、
出
版
部
二
至
り
事
務
を
処
す
。
刊
行
会
の
件
二
付
、
大
坂
の
町
田
忠
治
、
中
橋
徳
五
郎
、
西
尾
豊
ニ
書
を
投
す
。
夕
刻
よ
り
学
士
会
事
務
所
二
図
書
館
協
会
の
評
議
員
会
を
開
ら
き
、
十
一
月
大
会
二
関
す
る
諸
般
の
協
議
を
な
し
十
雨
。
内
山
省
三
、
渋
谷
栄
造
、
琳
浪
閣
、
英
堂
等
へ
書
を
発
す
。
高
木
を
訪
ふ
て
骨
董
を
購
ひ
（
払
二
十
円
入
）
静
嘉
堂
二
河
田
罷
、
（
マ
マ
）
寺
田
弘
を
訪
ふ
て
、
図
書
館
大
会
の
折
、
岩
崎
家
蔵
陸
深
源
の
書
を
見
ん
こ
と
を
申
込
む
。
登
校
、
事
務
を
見
る
。
今
夜
、
偕
楽
園
二
於
て
洋
行
帰
朝
の
県
人
建
部
逐
吾
、
高
田
元
次
郎
の
朝
鮮
赴
任
送
別
、
宮
尾
藤
治
の
転
任
、
故
熊
倉
操
一
周
忌
等
を
兼
ね
」
（六
五オ）
越
後
人
中
年
会
を
開
く
。
来
会
者
六
十
名
。
増
田
二
請
ふ
て
、
（六
四オ
）
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日
曜
。
晴
。
高
木
を
訪
ふ
て
、
盛
阿
弥
作
香
合
を
購
ふ
。
更
ら
に
野
田
屋
を
訪
ふ
て
、
勘
定
未
済
を
完
済
し
、
堆
朱
筆
、
玉
箪
を
購
ふ
。
松
兼
二
央
堂
を
召
し
て
午
餐
の
上
、
琳
浪
閣
二
立
寄
り
、
団
子
坂
二
散
策
す
。
五
時
よ
り
常
磐
華
壇
二
出
版
部
の
幹
部
員
と
博
同
の
件
二
付
（
此
程
同
館
と
條
約
を
改
正
し
た
り
）
打
合
を
な
し
、
深
更
宴
を
徹
す
。
今
朝
、
巽
李
軒
、
海
外
溜
学
の
為
出
発
。
自
書
の
紺
紙
金
字
心
経
を
贈
ら
る
。
岡
本
松
太
郎
、
谷
村
太
吉
の
書
ニ
接
す
。
不
在
中
、
阿
部
貞
雄
、
吉
田
精
一
、
貫
名
駿
一
来
訪
。
信
記
者
内
山
省
三
」
（六六オ）
来
り
、
同
紙
二
余
の
談
話
を
連
載
セ
ん
こ
と
を
も
と
む
。
春
城
閑
語
の
題
下
二
続
載
を
諾
し
取
り
敢
ヘ
す
一
週
間
二
渉
る
べ
き
材
料
を
口
授
箪
記
セ
し
む
。
登
校
、
事
務
を
見
る
。
英
堂
と
勢
州
楼
二
会
し
夜
に
入
り
帰
へ
る
。
桜
井
市
作
よ
り
新
湯
市
上
水
道
通
開
式
記
念
端
書
を
贈
り
来
る
。
刊
行
会
第
叫
「春
雨
。
吉
田
半
迂
、
近
刻
百
寿
印
を
齋
ら
し
示
さ
る
。
新
潟
新
聞
通
一日
城
日
記
J
(
一
五
)
|
|
「
双
魚
堂
日
記
」
明
治
四
十
三
年
十
月
I
文
館
の
支
配
」
（六五ウ）
人
羽
田
以
下
三
名
を
招
き
、
出
版
販
売
共
二
日
丁
酉
銀
行
よ
り
壱
千
円
借
入
の
約
成
る
。
六
日
し
、
諾
意
を
示
し
来
り
た
る
者
也
。
河
内
広
次
郎
よ
り
来
書
あ
り
。
付
来
話
。
加
賀
幸
三
二
走
馬
灯
之
材
料
を
与
ふ
°
琳
瑕
閣
ー
一
金
五
十
円
払
ふ
。
不
用
書
を
売
却
。
貰
名
駿
一
、
高
麗
本
之
件
二
付
来
話
す
。
登
校
事
を
処
す
。
一
時
よ
り
坪
内
を
訪
ふ
。
木
村
粂
市
を
招
き
、
試
演
場
建
築
二
付
、
実
地
二
就
て
協
議
し
、
夕
刻
家
二
帰
へ
る
。
斎
藤
庫
造
よ
り
来
書
あ
り
。
吉
田
半
迂
よ
り
松
草
を
贈
ら
る
。
電
話
料
向
三
ヶ
月
分
払
済
。
夜
来
大
雨
あ
り
。」
（六
七
主
五
日
好
晴
。
校
友
引
野
春
治
、
高
橋
文
治
来
る
。
広
田
金
松
来
り
、
玉
器
、
堆
朱
箪
を
示
す
。
箪
を
購
ふ
、
代
済
。
阿
部
貞
雄
、
入
学
之
件
二
付
来
訪
。
登
校
、
事
務
を
見
る
。
紫
安
新
九
郎
よ
り
返
信
あ
り
。
余
よ
り
助
役
を
失
す
れ
バ
大
丸
の
理
事
と
な
れ
と
勧
告
二
対
午
後
晴
。
下
林
貞
雄
亡
弟
遺
児
三
郎
を
養
子
＿一
遣
す
件
、
決
定
ウ）
四
日
七
回
上
版
、
本
日
配
布
。
台
湾
賀
田
直
治
宛
金
五
十
円
也
為
替
を
贈
る
。
こ
れ
は
長
女
静
へ
機
の
カ
タ
見
と
し
て
遣
す
者
也
。
」
（六
六
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晴
。
山
田
清
作
来
る
。
高
木
を
訪
ふ
て
古
瀬
」
（六
七
ウ）
戸
の
花
器
、
朝
日
焼
銀
閣
寺
の
天
目
等
を
得
。
登
校
、
事
務
を
見
る
。
内
藤
久
寛
よ
り
松
菫
を
贈
ら
る
。
晴
。
内
藤
久
寛
来
訪
。
内
山
省
三
来
訪
二
付
、
春
城
夜
話
の
材
料
を
与
ふ
。
広
田
金
松
来
る
。
九
時
よ
り
印
刷
会
社
重
役
会
二
臨
み
、
午
後
迄
凝
議
し
、
登
校
、
事
務
を
見
る
。
夕
刻
、
高
木
を
訪
ふ
て
、
西
蔵
塗
金
仏
井
乾
也
製
急
須
を
得
て
帰
へ
る
。
西
尾
豊
、
紫
安
新
九
郎
の
書
こ
（六
八
オ）
接
す
。
京
都
の
谷
村
一
太
郎
よ
り
松
盟
を
曇
天
、
後
雨
。
朝
、
広
田
金
松
来
る
。
三
条
の
樋
口
某
来
り
訪
ふ
。
増
田
を
訪
ふ
て
、
印
刷
会
社
株
券
百
を
担
保
と
し
、
丁
酉
銀
行
へ
対
し
壱
千
円
之
手
形
の
裏
書
を
依
頼
、
其
裏
書
を
経
て
丁
酉
二
渭
水
宜
輝
を
訪
ふ
。
不
在
に
て
用
事
弁
セ
す
。
英
堂
二
会
し
、
高
木
を
訪
ふ
て
帰
へ
る
。
台
湾
の
賀
田
直
治
、
和
」
（六八
ウ
）
泉
文
三
よ
り
来
書
あ
り
。
不
在
中
、
寺
本
婉
雅
来
訪
。
名
家
書
翰
七
通
、
表
マ
ク
リ
同
断
。
中
島
雄
遺
書
、
図
具
屋
へ
廻
す
。
一
斎
三
字
額
、
八
日
贈
ら
る
。 七
日
十
日
書
館
へ
寄
托
之
為
、
同
人
遺
子
、
後
見
人
図
書
館
へ
来
る
。
雨
。
下
村
正
太
郎
、
谷
村
一
太
郎
二
書
を
与
ふ
。
神
楽
江
巻
石
来
話
。
児
を
伴
ふ
て
、
浅
草
観
音
を
賽
し
岡
田
こ
飯
し
、
向
島
二
回
ハ
り
て
帰
へ
る
。
不
在
中
高
田
学
長
来
訪
。
江
部
淳
夫
の
書
二
接
（
マ
マ
、
片
貝
）
す
。
新
潟
県
貝
片
」
（六
九オ
）
大
塚
益
郎
よ
り
自
著
煎
茶
式
を
贈
る
旨
来
書
あ
り
。
夜
に
入
り
出
版
部
の
件
二
付
高
田
俊
雄
来
話
。
木
村
粂
市
よ
り
坪
内
演
芸
場
設
計
見
込
出
来
、
経
費
五
千
円
に
て
出
来
上
る
旨
申
越
し
あ
り
。
丁
未
印
社
よ
り
十
七
日
、
清
水
谷
皆
香
園
二
於
て
同
好
印
会
開
会
二
付
招
待
状
来
る
。
雨
。
坪
内
方
建
築
設
計
の
件
二
付
、
木
村
粂
市
を
訪
ふ
て
話
す
。
又
、
昆
田
を
訪
ふ
て
、
紫
」
（六
九
ウ）
安
、
大
坂
助
役
失
選
の
件
等
を
話
す
。
丁
酉
銀
行
よ
り
増
田
裏
書
手
形
に
て
壱
千
円
借
り
受
く
。
期
限
十
二
月
廿
八
日
也
。
図
書
館
協
会
、
金
八
百
円
定
期
預
を
な
す
。
利
子
四
分
五
厘
也
。
登
校
事
務
を
見
る
。
大
塚
益
郎
二
礼
状
を
発
す
。
今
夜
、
上
野
公
園
常
盤
華
壇
二
各
新
聞
に
あ
る
校
友
記
者
十
数
名
を
招
飲
。
国
字
解
追
補
増
刊
の
披
露
を
な
す
。
不
在
中
、
九
日
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十
二
日
日
記
」
(
-
五
）
ー
「
双
魚
堂
日
記
」
明
治
四
十
三
年
十
月
I
」（七〇オ）
雨
。
中
村
菊
台
、
赤
堀
又
次
郎
来
訪
。
団
子
坂
骨
董
屋
、
唐
筆
四
、
五
本
齋
ら
し
来
る
。
何
れ
も
尤
物
に
て
二
十
円
払
済
。
山
口
幾
太
夫
婦
来
る
。
下
林
、
鎌
田
、
立
会
に
て
亡
弟
遺
子
三
郎
を
養
子
ニ
遣
す
。
金
百
円
、
亡
弟
遺
産
の
内
よ
り
教
育
費
と
し
て
相
渡
す
。
坪
内
よ
り
十
四
日
、
歌
舞
伎
座
芝
居
の
案
内
あ
り
。
午
後
よ
り
登
校
、
事
務
を
見
る
。
宮
原
正
喬
よ
り
松
草
一
篭
を
贈
り
来
る
。
賀
を
、
下
村
正
太
郎
二
転
送
す
。
鴇
田
良
之
助
よ
り
」
（七
0
ウ
）
来
書
あ
り
。
夜
に
入
り
旗
野
建
三
郎
来
り
物
を
贈
ら
る
。
建
部
逓
吾
よ
り
来
書
あ
り
。
夜
来
強
雨
あ
り
。
（
マ
マ
、
庫
山
）
雨
。
広
田
来
る
。
や
ま
と
新
聞
社
の
石
川
松
渓
来
り
、
華
山
二
関
す
る
談
話
を
乞
ふ
。
即
ち
一
場
の
談
を
な
し
筆
記
セ
し
む
。
高
木
を
訪
ふ
、
得
る
所
な
し
。
午
後
よ
り
登
校
、
事
務
を
見
る
。
又、
学
報
の
編
輯
協
議
を
な
す
。
昨
日
来
大
雨
や
ま
す
。
各
川
増
水
、
水
害
の
虞
あ
り
。
宮
原
正
喬
の
書
こ
（
七
一
オ
）
接
す
。
宮
原
へ
礼
暉
「
春
城
田
直
治
の
書
二
接
す
。
片
岡
直
温
よ
り
大
隈
伯
へ
達
し
た
る
書
状
雨
漸
く
晴
る
。
団
子
坂
骨
董
屋
来
り
、
象
牙
の
唐
箪
を
購
ふ
。
や
（
マ
マ
、
畢
山
）
ま
と
新
聞
、
写
真
師
を
遣
し
て
華
山
の
木
像
を
撮
影
す
。
大
塚
彦
（
マ
マ
、
壕
山
）
治
来
る
。
広
田
金
松
よ
り
華
山
、
馬
琴
の
書
翰
を
贈
ら
る
。
坪
内
逍
遥
に
招
か
れ
、
昂
同
伴
、
歌
舞
伎
座
の
劇
を
観
る
。
戯
題
桐
一
葉
、
鎌
髭
等
、
芝
翫
、
仁
左
衛
門
、
猿
之
助
等
出
演
。
紫
安
の
書
ニ
接
す
。
夜
来
、
又
、
雨
あ
り
。
」
（
七
ニ
オ
）
雨
。
大
塚
彦
治
を
石
黒
男
爵
二
紹
介
す
。
広
田
、
種
村
来
る
。
成
文
社
よ
り
現
代
人
名
字
書
を
出
版
セ
ん
と
て
、
余
の
自
伝
を
徴
す
。
十
五
日
十
四
日
十
一
日
宗
家
の
亀
吉
、
悔
に
来
る
。
十
三
日
雨
降
り
つ
、
き
、
終
日
晴
れ
す
。
山
田
、
刊
行
会
の
窮
苦
を
訴
ふ
。
赤
堀
来
話
、
寺
本
婉
雅
よ
り
来
書
あ
り
。
大
塚
益
郎
よ
り
煎
茶
式
前
編
を
贈
ら
る
。
英
堂
と
会
す
。
頃
日
来
、
籠
を
あ
つ
む
る
趣
味
を
感
じ
、
今
日
も
坊
問
二
銀
象
眼
あ
る
鉄
箇
を
購
ふ
。
美
術
評
定
所
主
幹
黒
田
太
久
馬
よ
り
観
心
堂
落
成
二
付
、
招
待
状
来
る
。
京
都
旅
宿
柊
家
よ
り
松
競
」
（
七
一ウ
）
一
篭
を
贈
り
来
る
。
状
出
す
。
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即
ち
大
要
を
籠
記
セ
し
む
。
渋
谷
貞
次
郎
（
在
大
坂
興
信
所
）
の
書
二
接
す
。
登
校
、
事
務
を
見
る
。
下
村
正
太
郎
来
訪
。
高
田
と
同
席
に
て
、
大
坂
片
岡
直
温
二
整
理
を
托
す
る
の
件
、
愈
々
決
定
の
事
二
付
、
報
告
を
聞
く
。
大
坂
花
屋
よ
り
松
競
一
篭
を
贈
ら
る
。
紫
安
新
九
郎
、
渋
谷
貞
次
郎
ー一
書
を
投
す
。
下
村
件
―
付
、
岩
」
（七ニウ）
崎
一二
書
を
与
ふ
。
晴
。
朝
来
、
広
田
、
神
楽
江
巻
石
、
加
福
定
吉
、
引
野
春
治
、
下
村
正
太
郎
、
加
賀
幸
三
、
内
山
省
三
来
る
。
加
賀
、
内
山
二
両
新
聞
二
掲
載
す
べ
き
材
料
を
与
ふ
。
加
福
よ
り
物
を
贈
ら
る
。
書
家
加
納
娃
吉
、
坂
本
三
郎
紹
介
に
て
来
り
見
る
。
江
部
よ
り
熊
本
高
等
学
校
教
授
二
任
セ
ら
れ
た
る
旨
報
あ
り
。
午
後
、
黒
田
太
久
馬
の
古
物
評
定
所
二
招
か
れ
、
其
の
陳
列
品
を
見
る
。
二
時
頃
よ
り
、
雨
又
降
る
。」
（七
三
オ
）
五
時
よ
り
、
飯
田
河
岸
富
士
見
楼
二
越
佐
会
を
開
く
、
四
十
名
程
出
席
。
十
七
日
小
雨
。
今
朝
五
時
、
家
を
出
て
上
野
停
車
場
二
抵
る
。
大
隈
伯
ニ
随
行
、
前
橋
――
赴
か
ん
為
也
°
停
車
場
―一
至
れ
バ
伯
井
二
塩
沢
、
十
六
日
十
八
日
晴
。
小
林
堅
三
、
江
部
淳
夫
来
る
。
昆
田
よ
り
江
部
送
別
会
之
件
を
申
来
る
。
丁
未
印
社
よ
り
紀
念
絵
は
か
き
を
贈
ら
る
。
登
校
、
事
務
を
見
る
。
日
清
印
刷
二
小
久
江
を
訪
ふ
て
帰
へ
る
。
高
木
を
訪
ふ
て
骨
董
を
見
る
。
大
坂
、
小
川
為
次
郎
よ
り
松
茸
を
贈
ら
る
。
帰
へ
る
。
一
等
室
借
切
り
に
て
、
途
中
よ
り
乗
り
込
む
出
迎
ひ
の
も
の
例
二
依
っ
て
多
し
。
最
急
行
汽
車
に
て
速
力
早
く
、
三
時
間
余
に
し
て
前
橋
二
達
す
。」
（七
三
ウ
）
多
数
の
出
迎
人
―
―
擁
セ
ら
れ
、
先
づ
赤
城
館
-―
入
る
。
や
か
て
校
友
会
あ
り
。
五
十
名
ば
か
り
出
席
。
伯
井
二
余
、
田
中
一
場
の
演
説
を
な
す
。
の
上
、
一
府
十
四
県
聯
合
共
進
会
を
一
覧
す
。
そ
れ
よ
り
柳
座
ニ
於
て
伯
井
――
副
島
、
塩
沢
の
講
演
あ
り
。
終
つ
て
喜
賓
館
二
官
民
の
歓
迎
会
―
―
招
か
る
。
三
百
人
余
の
出
席
に
て
余
は
会
衆
二
学
校
の
状
況
、
経
営
の
大
略
を
演
説
し
、
伯
、
又
一
場
の
演
説
あ
り
。
神
山
閏
次
（
知
事
）
に
招
か
れ
別
室
に
晩
餐
の
型
を
受
け
、
六
時
五
分
の
汽
車
二
て
」
（七
四
オ
）
伯
と
共
二
帰
京
、
十
一
時
半
、
家
ニ
車
に
て
発
す
。
一
同
撮
影
田
中
幹
事
、
副
島
義
一
等
一
行
之
人
既
二
在
り
。
六
時
五
分
の
汽
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好
晴
。
田
原
来
訪
、
煙
草
を
贈
ら
る
。
「
学
生
」
記
者
板
橋
卓
―
来
り
談
話
を
請
ふ
。
即
時
筆
記
セ
し
む
。
下
村
正
太
郎
来
話
。
林
縫
之
助
二
答
ふ
。
午
後
よ
り
学
長
宅
二
職
員
慰
労
の
園
塀
会
あ
り
。
出
席
す
。
今
夜
、
江
部
淳
夫
の
熊
本
二
行
く
を
送
る
た
め
、
昆
田
、
（
マ
マ
）
吉
田
、
小
野
寺
等
と
」
（七五ウ）
為
め
に
伊
予
紋
二
小
宴
を
催
す
。
新
潟
の
松
木
弘
よ
り
鱒
の
味
噌
漬
を
贈
り
来
る
。
紫
安
新
九
郎
よ
叫
「春
城
廿
日
十
九
日
日
記
」
(
-
五
）
ー
「
双
魚
堂
日
記
j
明
治
四
十
三
年
十
月
I
野
田
屋
（
遠
藤
庄
兵
衛
）
来
り
物
を
贈
ら
る
。
佐
野
辰
三
郎
（
山
口
図
書
館
長
）
よ
り
来
書
あ
り
。
関
如
来
、
読
売
入
社
二
付
披
露
」
（
七
四
ウ
）
の
案
内
状
来
る
。
杉
山
茂
吉
、
夜
に
入
り
来
訪
。
好
晴
。
広
田
金
松
来
る
。
白
玉
の
筆
を
購
ふ
。
加
納
娃
吉
来
訪
。
朝
来
大
掃
除
を
行
ふ
。
出
版
部
二
抵
り
事
務
を
見
る
。
小
川
二
礼
状
を
発
す
。
団
子
坂
二
散
策
し
、
午
後
、
野
田
屋
二
骨
董
を
見
、
英
堂
と
会
し
て
帰
へ
る
。
下
村
件
二
付
、
町
田
忠
治
の
書
二
接
す
。
（
マ
マ
）
又
、
林
縫
之
助
之
書
二
接
す
。
中
村
蘇
香
と
書
状
の
往
復
を
」
（七
五オ）
な
す
。
本
日
、
上
野
の
美
術
展
覧
会
を
見
る
。
小
田
島
彦
太
郎
、
東
京
へ
転
居
の
報
到
る
。
和
泉
よ
り
栗
を
贈
ら
る
。
廿
二
日
り
来
書
あ
り
。
一
禾
百
雅
会
の
案
内
状
来
る
。
夜
来
雨
あ
り
。
下
村
件
二
付
、
高
山
圭
三
の
書
二
接
す
。
雨
。
団
子
坂
道
具
屋
、
筆
を
猾
ら
し
来
る
。
七
宝
筆
を
購
ふ
。
引
野
春
治
を
土
子
金
四
郎
二
紹
介
す
。
下
村
、
大
島
来
る
。
同
伴
、
を」
（七六オ）
伯
邸
二
会
見
、
正
午
退
散
。
紫
安
二
電
報
を
発
す
。
内
山
省
三
来
訪
。
坂
口
出
京
二
付
、
夜
に
入
り
樋
口
屋
二
訪
ふ
て
話
す
。
明
夕
の
汽
車
に
て
大
坂
行
と
決
し
た
る
に
付
、
用
事
先
へ
数
通
の
書
信
を
発
す
。
雨
。
団
子
坂
骨
董
屋
来
る
。
存
星
の
飾
箪
を
購
ふ
。
広
田
来
る
。
信
平
を
労
し
て
二
枚
打
張
交
屏
風
を
張
る
。
下
村
、
大
島
と
謝
礼
之
為
、
岩
崎
一
を
下
槙
町
二
訪
ふ
て
数
」
（七六ウ）
時
間
談
話
。
高
木
を
訪
ふ
て
、
東
湖
自
筆
本
二
大
時
代
木
彫
簾
筒
を
購
ふ
。
十
円
内
金
入
る
。
種
村
、
出
版
部
の
件
二
付
来
る
。
万
屋
に
雑
本
を
売
却、
三
十
円
受
取
。
六
時
の
汽
車
に
て
下
村
、
大
島
同
行
、
京
都
へ
向
け
発
す
。
車
中
、
平
田
譲
衛
―
―
会
す
。
近
日
、
二
等
汽
車
に
大
隈
伯
を
訪
ふ
。
下
村
の
整
理
を
引
受
け
た
る
大
坂
の
片
岡
直
温
廿
一
日
-125-
廿
四
日
廿
六
日
寝
台
車
を
付
す
。
此
行
始
め
て
試
乗
、
廿
三
日
ニ
就
く
。
」
（七七ウ）
廿
五
日
一
等
寝
台
と
大
差
な
し
。
晴
。
七
時
二
十
分
京
都
着
、
直
に
柊
家
二
投
」
（七七
オ）
す
。
紫
安
、
大
坂
よ
り
訪
ね
来
り
、
暫
時
会
談
す
。
鳩
居
堂
を
訪
ふ
。
偶
々
、
久
保
扶
桑
来
る
。
共
二
書
画
を
観
る
。
御
影
小
川
宅
よ
り
、
主
人
京
都
に
在
り
と
電
話
に
申
越
し
あ
り
。
栗
田
ロ
二
訪
ふ
、
不
遇
。
午
後
よ
り
烏
丸
下
村
邸
二
抵
る
。
改
革
相
談
二
参
与
し
、
骨
董
、
書
画
を
見
る
。
主
人
よ
り
名
家
書
筒
一
巻
を
贈
ら
る
。
帰
宿
後
小
川
来
訪
、
金
三
百
円
借
入
（
田
中
訥
言
蒙
古
襲
来
図
巻
預
け
置
く
）
大
丸
の
為
め
に
東
京
、
名
古
屋
閉
店
の
告
知
書
を
草
し
て
寝
晴
。
今
朝
、
下
村
来
訪
、
得
意
先
へ
発
送
す
べ
き
告
白
状
の
稿
を
交
付
す
。
鳩
居
堂
よ
り
筆
を
購
ふ
。
九
時
半
の
汽
車
二
投
し
、
大
坂
二
赴
く
。
小
川
を
訪
ふ
て
三
百
円
請
取
。
高
山
と
話
し
、
町
田
を
訪
ふ
。
不
在
二
付
書
状
を
投
す
。
鳩
居
堂
支
店
に
紅
旺
の
印
材
を
購
ふ
。
紫
安
新
九
郎
来
話
。
今
夜
七
時
二
十
三
分
発
急
行
に
帰
（
マ
マ
）
東
の
途
二
上
る
。
又、
二
等
之
寝
台
二
乗
る
。
睡
睡
天
明
二
至
り
始
め
て
覚
む
。」
（七八オ
）
九
時
三
十
分
新
橋
着
。
東
京
、
又
雨
天
也
。
不
在
中
、
浦
塩
発
巽
李
軒
、
中
山
太
一
結
婚
披
露
案
内
状
、
北
堂
の
書
、
校
友
串
本
友
三
郎
、
石
塚
三
郎
、
小
田
島
彦
太
郎
等
よ
り
来
信
あ
り
。
高
木
を
訪
ふ
て
十
円
払
。
英
堂
と
会
し
、
夜
に
入
り
帰
宅
。
下
村
正
太
郎
之
電
報
二
接
す
。
西
条
丹
呉
よ
り
鮎
、
賀
田
よ
り
ブ
ン
タ
ン
を
贈
り
来
る
。
余
の
出
版
部
二
幹
た
る
手
始
め
に
着
手
セ
る
漢
籍
国
字
解
末
巻
出
来
、
こ
れ
に
て
第
一
回
予
約
一
日
」
（七
八
ウ
）
も
過
た
す
完
結
を
告
く
。
今
夜
、
江
部
夫
婦
、
熊
本
へ
向
け
出
発
、
内
子
見
送
り
二
行
く
。
晴
。
赤
堀
、
山
田
清
作
、
種
村
宗
八
、
広
田
金
松
交
々
来
る
。
加
賀
幸
三
二
材
料
を
与
ふ
。
四
谷
銀
行
、
田
中
唯
裏
書
手
形
壱
百
円
也
返
済
。
中
野
平
弥
よ
り
亡
長
男
三
周
忌
の
む
し
も
の
を
贈
り
来
る
。
西
条
の
北
堂
、
長
岡
の
石
塚
二
今
夜
出
発
、
帰
省
の
事
を
報
す
。
広
田
二
名」
（七
九
オ
）
公
書
簡
巻
物
、
外
二
古
画
一
幅
、
今
泉
之
鑑
定
を
乞
ふ
た
め
預
け
遣
す
。
書
翰
六
巻
張
り
足
し
之
為
表
具
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「春
城
日
記
J
(
一
五
)
ー
|
「双
魚
堂
日
記
j
明
治
四
十
三
年
十
月
ー
ー
翻刻
深
更
、
石
塚
方
二
帰
へ
り
臥
す
。
数
通
の
絵
は
か
き
を
東
京
宅
へ
碓
氷
辺
睡
中
二
過
き
、
此
頃
漸
く
見
頃
な
ら
ん
と
想
像
セ
し
紅
葉
も
見
る
能
ハ
す
。
長
野
付
近
に
て
天
漸
く
明
く
。
高
田
駅
よ
り
内
田
三
省
、
車
中
に
入
り
来
る
。
十
二
時
半
長
岡
着
。
石
塚
三
郎
、
今
泉
鐸
次
郎
等
出
て
迎
ふ
。
直
二
石
塚
方
二
投
す
。
間
も
な
く
広
井
一
来
訪
。
北
越
新
報
の
為
、
今
夜
一
泊
を
も
と
む
、
即
ち
諾
す
。
広
井
同
伴
、
新
築
の
北
越
新
報
社
を
訪
ふ
て
、
新
購
の
輪
転
機
を
観
る
。
編
輯
局
二
局
員
」
（八
0
オ）
と
会
談
、
夕
刻
よ
り
同
社
二
招
か
れ
て
常
磐
楼
二
到
る
。
内
田
三
省
、
渋
谷
善
作
、
今
泉
鐸
次
郎
、
広
井
一
、
石
塚
三
郎
席
二
列
す
。
内
田
三
省
、
大
学
出
身
に
て
余
の
先
輩
也
。
学
窓
時
代
の
事
を
話
し
、
談
の
尽
く
る
を
知
ら
す
。
へ
向
け
来
た
る
に
会
し
、
共
二
新
発
田
――
帰
へ
る
。
」
（八
一
オ
）
東
正
斎
翁
の
中
間
也
。
終
つ
て
百
ヶ
日
繰
上
之
読
経
二
移
り
、
斎
を
廿
七
日
屋
二
遣
す
。
吉
田
半
迂
来
る
。
近
購
の
筆
を
示
す
。
自
作
焼
絵
山
水
の
茶
合
を
贈
ら
る
。
加
藤
万
作
、
図
書
館
協
会
大
会
之
件
二
付
来
訪
。
夜
に
入
り
、
九
時
、
昂
同
伴
、
家
を
発
し
、
上
野
停
車
場
ニ
赴
く
。
亡
児
の
遺
骨
を
擁
し
、
郷
里
に
下
ら
ん
た
め
也
。
小
林
堅
三
、
加
賀
幸
三
、
和
泉
、
丹
呉
勝
吉
等
見
送
り
に
来
る
。
十
時
発
車
、
車
中
白
勢
春
三
二
会
す
。」
（七九ウ）
発
す
。
此
日
快
晴
。
快
晴
。
五
時
起
床
。
六
時
の
汽
車
に
て
長
岡
」
（八
0
ウ）
を
発
す
、
新
津
二
下
車
、
そ
れ
よ
り
人
力
車
を
駆
っ
て
水
原
を
経
、
天
王
宗
家
―
―
立
寄
り
、
正
午
、
新
発
田
二
着
、
高
橋
屋
＿一
投
す
。
親
族
へ
考
其
他
之
墓
を
展
し
、
山
上
の
墓
地
二
埋
葬
場
を
選
定
、
明
朝
九
時
、
納
骨
の
式
を
行
ふ
事
、
井
＿
一
百
ヶ
日
繰
上
ヶ
読
経
を
依
頼
し
、
金
十
円
、
袈
裟
一
領
を
納
む
。
新
発
田
へ
帰
途
、
北
堂
の
浄
念
寺
京
宅
へ
書
状
を
発
す
。
済
ま
し
て
、
十
二
時
半
、
新
発
田
二
帰
へ
る
。
昨
日
注
文
の
蒸
物
出
来
二
付
、
携
へ
て
北
堂
と
共
二
西
条
二
赴
く
。
到
着
時
刻
四
時
過
也
。
北
堂
の
草
庵
二
小
憩
し
て
、
」
（八一
ウ
）
丹
呉
を
訪
ひ
、
晩
埋
骨
の
式
を
行
ふ
。
墓
標
を
樹
て
た
る
位
置
は
、
泰
嶽
翁
と
弼
慈
快
晴
。
上
野
喜
永
次
来
訪
。
昨
日
予
定
之
通
り
、
浄
念
寺
二
抵
り
念
九
日
返
礼
之
む
し
も
の
注
文
の
上
、
五
十
公
野
浄
念
寺
を
訪
ふ
て
、
先
廿
八
日
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餐
の
饗
を
受
く
。
近
日
、
康
平
結
婚
之
式
を
挙
る
――
付
、
祝
儀
と
ナ
ス
コ
し
て
白
魚
子
一
反
を
贈
る
。
連
三
、
其
他
之
旧
識
と
茶
談
二
時
を
（
ママ）
移
し
、
十
一
時
、
草
案
二
帰
へ
る
。
北
堂
よ
り
曾
祖
母
自
等
の
歌
集
外
、
新
慈
和
泉
翁
手
写
之
本
を
恵
ま
る
。
夜
に
入
り
雨
あ
り
。
三
十
日
六
時
起
床
。
夜
来
の
雨
、
霙
る
。
連
三
、
忠
太
郎
、
お
し
ほ
、
須
貝
勝
等
交
々
来
り
話
す
。
七
時
半
、
辞
し
て
新
発
田
二
向
け
発
」
（八ニオ）
す
。
十
時
過
新
発
田
高
橋
屋
――着
、
む
し
も
の
為
持
、
天
王
、
水
原
（
佐
藤
）
へ
遣
す
。
上
野
、
川
田
（
梅
吉
）
、
赤
塚
啓
一
、
岡
礼
三
、
富
田
精
策
等
交
々
来
話
。
十
二
時
、
別
を
告
け
て
発
す
。
雨
、
又
降
る
。
四
時
、
新
潟
二
着
。
篠
田
二
投
す
。
む
し
も
の
を
栗
林
、
中
野
、
飯
村
等
の
親
戚
へ
遣
す
。
新
潟
も
火
災
後
漸
く
水
道
の
敷
設
あ
り
。
初
め
て
清
水
二
浴
す
る
を
得
て
、
気
分
爽
か
也
。
今
夜
、
斎
藤
庫
造
、
松
井
郡
治
等
二
招
か
れ
、
鍋
茶
屋
二
晩
餐
の
饗
を
受
く
。」
（八ニウ）
三
十
一
日
曇
。
三
浦
宗
春
へ
む
し
物
為
持
遣
す
。
河
内
広
次
郎
＿
一
書
を
投
す
。
東
京
宅
、
学
校
等
へ
発
電
、
帰
期
を
報
す
。
坂
口
を
経
て
、
栗
林
広
田
金
松
来
る
。
内
山
省
三
来
る
。
帰
省
と
云
ふ
題
に
て
談
話
を
二
日
（
マ
マ
）
貞
吉
二
余
の
土
地
経
営
二
関
す
る
金
件
を
談
す
。
阪
口
来
訪
、
来
年
一
月
出
金
承
諾
之
事
を
報
す
。
昂
、
先
づ
出
発
、
長
岡
へ
赴
く
。
正
午
坂
ロ
二
招
か
れ
行
形
亭
―
―
午
餐
の
型
を
受
く
。
三
浦
宗
春
、
（
マ
マ
）
松
井
群
治
同
席
、
三
浦
と
旧
を
話
し
て
時
を
移
す
。
午
後
二
時
発
（マ
マ）
汽
車
に
て
発
す
。
栗
林
貞
吉
、
松
井
群
治
」
（
八
三
オ
）
見
送
り
に
来
鮭
一
尾
を
贈
ら
る
。
る
。
長
岡
よ
り
昂
、
乗
り
込
む
。
石
塚
夫
婦
見
送
り
に
来
る
。
生
一
睡
天
明
二
至
る
。
晴
。
午
前
七
時
半
、
無
事
上
野
二
着
。
直
―一
家
二
帰
へ
る
。
下
村
正
太
郎
よ
り
電
話
あ
り
。
渋
谷
貞
次
郎
の
書
二
接
す
。
登
校
、
事
務
を
処
す
。
高
木
方
二
て
初
代
道
八
作
土
瓶
一
、」
（八
三ウ）
玉
章
俳
画
一
を
獲
。
英
堂
と
会
し
て
帰
へ
る
。
夜
に
入
り
帰
省
中
の
事
を
日
戴
二
録
し
て
寝
二
就
く
。
小
田
島
彦
太
郎
よ
り
来
書
あ
り
。
昆
田
、
吉
田
二
鮭
、
鮭
卵
を
贈
る
。
一
日
十
一
月
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小
雨
。
天
長
節
。
本
日
よ
り
全
国
図
書
館
」
（八四ウ
）
大
会
を
開
く
。
会
場
日
比
谷
屈
書
館
に
て
、
来
会
者
八
十
名
。
午
前
、
諸
般
の
報
告
を
な
し
、
余
、
会
長
の
任
期
満
ち
た
る
二
付
、
余
よ
り
次
き
の
会
長
と
し
て
、
渡
辺
又
次
郎
を
指
名
す
。
又
、
評
議
員
補
半
数
改
選
を
行
ふ
。
余
よ
り
こ
れ
を
も
指
名
す
。
余
は
渡
辺
評
議
員
を
辞
し
た
る
補
欠
と
し
て
衆
よ
り
推
さ
る
。
午
後
再
び
開
会
、
余
、
会
長
と
し
て
一
場
の
演
説
を
な
し
、
文
部
大
臣
の
祝
辞
あ
り
。
富
士
川
滸
、
白
鳥
庫
吉
の
講
演
あ
り
。
最
期
二
湯
浅
吉
郎
の
演
説
あ
り
。
第
一
日
」
（八
五オ）
の
会
を
閉
づ
。
此
日
式
場
-
―於
て
、
余
の
会
長
”
「春
城
二日
日
記
」
(
-
五
）
ー
「双
魚
堂
日
記
」
明
治
四
十
三
年
十
一
月
I
籠
記
セ
し
む
。
新
潟
新
聞
＿一
掲
載
セ
ん
と
て
也
。
加
賀
幸
三
、
吉
田
半
迂
来
る
。
館
山
漸
之
進
よ
り
果
物
、
真
島
桂
次
郎
よ
り
鮭
を
贈
ら
」
（八四
さ
る
。
今
泉
雄
作
よ
り
来
書
あ
り
。
登
校
、
事
務
を
処
す
。
吉
田
東
伍
を
訪
ふ
て
、
倒
叙
国
史
之
件
-
l
付
、
今
後
の
協
議
を
為
す
。
英
堂
と
晩
餐
を
と
も
に
し
て
夜
に
入
り
帰
宅
。
外
出
中
、
大
江
乙
亥
門
来
訪
あ
り
。
又
、
午
前
中
、
山
田
寒
山
来
訪
。
寒
山
寺
梵
鐘
分
身
の
件
二
付
云
々
之
依
頼
を
な
し
て
去
る
。
徳
川
頼
倫
侯
の
書
二
接
す
。
晴
。
広
田
金
松
、
山
田
市
郎
、
山
田
清
作
来
訪
。
真
島
、
蒲
生
へ
五
日
続
き
図
書
館
大
会
を
開
く
。
午
前
、
富
士
川
滞
の
講
話
あ
り
。
午
在
任
期
中
、
会
務
の
発
展
セ
る
を
多
と
し
、
謝
意
を
表
す
る
の
演
説
を
為
す
も
の
あ
り
。
結
局
、
余
井
二
前
会
長
田
中
、
和
田
二
相
当
之
方
法
を
以
つ
て
功
労
を
表
彰
す
べ
し
と
の
動
議
起
り
、
満
場
席
上
余
又
、
一
場
の
演
説
を
為
す
。
十
時
散
会
。
」
（八五ウ
）
晴
。
真
島
桂
次
郎
、
同
信
城
よ
り
来
書
あ
り
。
真
島
本
家
、
天
王
宗
家
、
佐
藤
光
興
よ
り
亡
児
之
三
十
五
日
む
し
物
答
礼
と
し
て
香
典
、
蝋
燭
を
贈
り
来
る
。
蒲
生
庄
七
よ
り
塩
引
、
真
島
よ
り
鮭
の
味
噌
漬
を
贈
ら
る
。
本
日
早
朝
、
南
葵
文
庫
二
到
り
、
昨
日
二
引
後
、
部
会
を
開
き
、
終
っ
て
総
会
二
移
り
、
町
二
訪
ひ
、
十
時
家
＿
一
帰
へ
る
。
一
、
二
決
議
す
る
所
あ
り
。
最
期
二
和
田
万
吉
の
講
」
（八六オ
）
演
あ
り
。
夜
に
入
り
散
会
。
余
、
終
日
議
長
を
つ
と
む
。
帰
途
、
小
田
島
彦
太
郎
を
箪
笥
四
日
夜
、
芝
浦
池
洲
に
於
て
、
新
旧
会
長
の
送
迎
を
兼
ね
懇
親
会
あ
り
。
一
致
に
て
可
決
。
方
法
は
、
評
議
員
二
委
任
す
る
事
—
—
決
す
。
今
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午
後
よ
り
閑
を
得
て
高
木
を
訪
ふ
て
、
東
湖
自
筆
本
一
、
小
四
郎
幼
時
の
稿
を
獲
。
神
楽
江
巻
石
来
る
。
王
克
三
梅
譜
を
貸
付
す
。
内
山
省
三
の
書
二
接
す
。
双
魚
堂
日
載
に
数
日
来
の
事
を
記
し
て
寝
二
就
く
。
成
田
図
書
館
よ
り
吊
紗
、
絵
は
が
き
其
他
紀
念
品
を
つ
て
改
革
進
行
の
状
を
報
す
。
小
久
江
成
一
、
引
野
春
治
等
来
る
。
礼
状
を
発
す
。
十
一
時
家
を
出
て
、
高
輪
二
於
け
る
岩
崎
邸
に
抵
り
、
図
書
館
協
会
員
と
共
二
、
陸
心
源
の
図
書
を
展
観
し
、
茶
菓
の
饗
を
受
け
、
庭
園
、
建
築
を
一
覧
し
、
四
時
退
出
。
帰
途
、
田
中
稲
城
、
和
田
万
吉
、
湯
浅
吉
郎
、
今
井
」
（八六ウ）
万
吉
、
渡
辺
又
次
郎
と
神
田
の
宝
亭
—
—
晩
餐
を
と
も
に
し
、
学
士
会
二
立
寄
り
、
九
時
迄
文
部
省
よ
り
依
頼
之
図
書
標
準
目
録
二
付
委
員
会
を
開
き
、
諸
般
の
打
合
を
な
し
て
別
る
。
不
在
中
、
桂
湖
村
来
訪
。
近
か
く
田
中
唯
一
郎
裏
書
に
て
、
金
三
百
円
四
谷
銀
行
よ
り
借
受
く
。
期
限
七
十
日
間
也
。
六
日
」
（八七オ）
晴
。
今
日
、
成
田
新
勝
寺
二
図
書
館
協
会
員
招
待
を
受
く
。
余‘
所
労
二
付
往
か
ず
。
朝
来
、
昆
田
文
次
郎
来
る
。
下
村
正
太
郎
来
朝
鮮
に
湘
む
て
獲
た
る
古
銅
印
井
―
―
湖
洲
鏡
を
贈
ら
る
。
本
日
、
小
雨
、
後
晴
。
登
校
、
図
書
館
之
事
、
出
版
部
の
事
等
を
処
す
。
九
日
贈
ら
る
。」
（八
七
ウ）
好
晴
。
石
塚
三
郎
、
桂
五
十
郎
――
礼
状
を
投
す
。
新
渇
新
聞
の
内
山
来
る
。
材
料
を
口
授
筆
記
セ
し
む
。
九
時
よ
り
日
清
印
刷
会
社
の
重
役
会
二
臨
む
。
館
員
山
田
市
郎
を
招
き
、
標
準
目
録
編
纂
ニ
関
し
方
針
を
授
く
。
午
後
よ
り
小
田
島
桂
香
来
訪
。
蔵
品
を
示
し
て
互
ひ
に
賞
翫
、
夜
に
入
っ
て
去
る
。
晴
。
山
田
一
郎
遺
孤
之
預
金
三
百
円
也
、
田
」
（八
オ
）
原
を
経
て
広
島
な
る
古
屋
市
助
へ
送
金
。
広
田
金
松
、
林
縫
之
助
、
吉
田
半
迂
来
る
。
加
賀
幸
三
来
る
。
越
佐
新
聞
の
た
め
に
走
馬
燈
之
材
料
を
与
ふ
。
池
之
坊
立
生
華
教
授
訓
覇
翫
月
よ
り
花
之
本
、
花
生
等
を
贈
ら
る
。
昆
田
よ
り
小
鳥
壱
篭
贈
ら
る
。
午
後
英
堂
と
会
し
、
薄
暮
帰
へ
る
。
本
田
信
教
来
話
。
紫
安
よ
り
来
信
あ
り
。
予
楽
院
消
息
一
幅
、
林
縫
之
助
二
貸
付
。
真
島
信
城
よ
り
越
後
味
噌
壱
樽
到
来
、
ハ
ル
ピ
ン
発
巽
李
軒
の
書
到
る
。」（八八ウ）
八
日
七
日
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好
晴
。
汐
見
久
吉
来
訪
。
登
校
、
事
務
を
処
す
。
午
後
よ
り
大
隈
年
「春
城
日
午
後
よ
り
高
木
を
訪
ひ
、
偕
楽
園
の
二
水
会
――
臨
み
、
帰
路
同
人
と
有
楽
座
の
呂
昇
を
聴
き
、
十
時
家
―
―
か
へ
る
。
半
迂
よ
り
直
入
遺
愛
の
草
箪
を
贈
ら
る
。
雨
風
。
真
島
信
城
二
書
を
投
す
。
真
島
直
吉
来
訪
。
半
日
家
居
、
雑
筆
を
作
る
。
」
（
八
九
オ
）
午
後
よ
り
登
校
、
出
版
部
、
図
書
館
等
の
事
を
処
す
。
桂
湖
祁
と
会
談
す
。
よ
り
梨
果
一
箱
を
贈
ら
る
。
高
木
を
訪
ふ
て
箪
を
獲
、
久
原
房
之
助
を
銀
座
二
訪
ふ
、
不
在
。
木
村
粂
市
を
訪
ひ
、
更
ら
に
林
縫
之
助
を
訪
ふ
て
、
其
の
蔵
書
を
覧
、
午
餐
の
饗
を
受
け
帰
宅
。
外
出
中
、
真
島
桂
次
郎
来
訪
二
付
、
晩
間
旅
宿
関
根
屋
―
―
訪
ふ
て
、
夜
九
時
迄
」
（八
九ウ
）
談
論
し
て
別
る
。
菓
子
一
函
を
贈
る
。
大
坂
の
汐
見
久
吉
来
り
、
奈
良
漬
を
贈
ら
る
。
小
田
島
彦
太
郎
よ
り
来
書
あ
り
、
直
二
答
ふ
。
邸
二
秋
季
校
友
会
を
開
く
。
二
百
名
来
会
。
学
長
不
在
二
付
、
余、
一
場
の
演
説
を
為
す
。
終
っ
て
伯
の
演
説
あ
り
。
大
隈
家
よ
り
信
常
娘
七
五
三
祝
の
案
内
状
来
る
（十
五
日
）
。
今
夜
、
神
楽
坂
青
陽
楼
二
於
て
桂
、
」
（九
0
オ
）
牧
野
、
菊
池
、
松
平
を
会
し
て
、
漢
籍
国
字
解
稿
本
の
打
合
を
為
す
。
日
曜
。
好
晴
。
今
朝
、
人
を
林
縫
之
助
方
へ
遣
す
。
行
違
か
ひ
林
来
る
。
内
山
省
三
来
る
。
新
湯
新
聞
二
載
す
べ
き
春
城
夜
話
の
材
料
を
与
ふ
。
大
塚
彦
治
、
広
田
金
松
来
る
。
下
村
正
太
郎
、
高
山
圭
三
と
電
話
に
て
話
す
。
丹
呉
よ
り
婚
儀
の
祝
品
、
鰹
節
、
菓
子
来
る
。
正
午
、
高
木
方
を
訪
ひ
、
英
堂
と
会
し
、
薄
暮
帰
宅
。」
（九
0
ウ
）
好
晴
。
林
縫
之
助
よ
り
来
書
あ
り
。
直
二
答
ふ
。
村
山
初
之
助
よ
り
例
年
之
通
甘
藷
壱
俵
を
贈
ら
る
。
大
坂
高
山
圭
一
二
来
訪
。
大
丸
よ
り
之
謝
金
辞
退
の
旨
を
云
々
す
。
大
丸
＿一
抵
り
、
下
村
正
太
郎
二
会
し
、
閉
店
売
出
し
之
状
況
を
聞
き
、
高
山
の
伝
言
を
云
々
し
、
店
内
隈
な
く
案
内
さ
れ
、
此
の
建
物
ぎ
水
決
を
な
し
、
午
餐
記
」
(
-
五
）
ー
ー
「双
魚
堂
日
記
」
明
治
四
十
三
年
十
一
月
ー
ー
十
二
日
夜
来
の
雨
晴
る
。
山
田
清
作
、
広
田
、
引
野
等
来
話
。
真
島
本
家
十
一
日
十
日
十
四
日
十
三
日
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訪。
十
六
日
を
共
二
し
て
別
る
。
久
原
房
之
助
を
訪
ふ
、
不
在
。
帰
途
、
高
木
ニ
立
寄
り
か
へ
る
。
刊
行
会
第
九
回
発
行
書
二
」
（
九
一オ
）
巻
配
布
。
十
五
日
晴
。
丹
呉
、
村
山
（
初
之
助
）
二
礼
状
を
発
す
。
吉
田
半
迂
、
加
賀
幸
三
来
訪
。
午
後
よ
り
登
校
、
図
書
館
事
務
を
見
る
。
三
時
よ
り
大
隈
邸
―
―
信
常
長
女
七
オ
の
祝
―
―
招
か
れ
、
天
野
、
坪
内
、
田
原
、
田
中
と
共
二
行
く
。
内
祝
の
事
と
て
、
余
等
の
外
親
戚
十
数
名
来
会
あ
り
。
饗
応
を
受
け
狂
言
、
講
談
、
福
引
等
の
余
典
あ
り
。
長
井
一
禾
よ
り
二
十
日
精
養
軒
二
於
て
、
百
雅
」
（九
l
ウ
）
会
の
案
内
来
る
。
丹
呉
勝
吉
来
る
。
真
島
信
城
よ
り
来
書
あ
り
。
種
村
来
広
田
金
松
、
山
田
清
作
、
汐
見
久
吉
、
下
村
正
太
郎
来
訪
。
坪
内
方
試
演
場
建
築
二
付
、
木
村
粂
市
よ
り
大
工
に
仕
様
書
為
持
遣
す
。
富
氷
正
司
、
明
日
渡
斡
二
付
、
本
日
訪
問
す
。
高
木
を
訪
ひ
、
英
堂
二
会
し
て
帰
へ
る
。
高
山
圭
三
よ
り
来
書
あ
り
。
又
、
小
田
島
彦
太
郎
の
書
―
―
接
す
。
共
＿
一
答
ふ
。
図
書
館
事
務
引
継
之
件
ニ
付」
（九
ニ
オ
）
渡
辺
又
次
郎
二
書
を
与
ふ
。
晴
。
河
上
淳
一
郎
よ
り
来
書
。
中
野
平
弥
亡
長
男
未
亡
人
を
、
自
十
八
日
晴
。
新
潟
栗
林
よ
り
借
入
金
之
事
二
関
し
、
坂
ロ
二
細
書
を
投
す
。
余
の
幼
時
の
詩
稿
、
坂
口
入
用
と
申
来
る
二
付
郵
送
。
不
用
骨
董
、
高
木
へ
為
持
遣
る
。
永
井
一
禾
妻
、
百
雅
会
之
件
二
付
来
る
。
田
中
唯
一
郎
と
同
伴
、
基
金
用
に
て
郵
船
会
社
二
加
藤
正
義
、
池
田
謙
三
を
第
百
銀
行
二
訪
問
、
久
原
房
之
助
を
訪
ふ
て
代
理
二
面
談
し
て
帰
へ
る
。
小
田
島
彦
太
郎
、
斎
藤
兼
蔵
二
」
（九
ニ
ウ
）
来
書
あ
り
。
校
友
麻
植
廉
太
郎
、
塩
沢
昌
貞
紹
介
に
て
来
る
。
二
、
三
の
学
生
委
員
、
運
動
部
改
革
の
件
二
関
し
来
訪
あ
り
。
（
マ
マ）
分
後
妻
二
貰
ら
ひ
度
云
々
来
書
あ
り
。
山
崎
恒
四
郎
よ
り
来
書
あ
り
。
吉
田
精
一
、
大
塚
彦
治
、
山
田
清
作
、
林
縫
之
助
来
訪
。
林
よ
り
春
水
書
翰
一
軸
贈
ら
る
。
右
二
付
、
当
方
よ
り
画
本
、
春
画
二
軸
、
」
（九
三
オ
）
古
版
番
付
遣
す
。
桂
湖
村
、
漢
語
辞
典
出
版
之
件
二
付
来
訪
、
午
餐
を
与
に
し
て
去
る
。
国
学
院
出
版
部
員
高
橋
寿
、
畠
山
健
之
招
介
に
て
来
る
。
登
校
、
事
務
を
処
す
。
十
七
日
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刻翻
i 
城
晴
。
定
刻
京
都
二
着
す
。
此
地
早
朝
の
気
温
、
東
京
に
比
す
れ
バ
甚
し
き
差
あ
り
。
殊
二
寒
気
を
感
す
。
柊
家
――
投
す
。
朝
餐
後
閑
を
倫
む
て
、
鳩
居
堂
を
訪
ひ
」
（九
四オ
）
書
画
を
観
、
山
陽
加
筆
の
稿
を
購
ふ
。
谷
村
一
太
郎
来
訪
、
仁
斎
、
春
水
の
遺
墨
を
齋
ら
し
来
り
示
さ
る
。
東
京
信
託
会
社
の
岩
崎
一
、
高
山
圭
三
外
小
塚
某
来
り
、
今
夜
下
村
と
共
に
余
を
招
き
、
を
以
て
す
。
午
餐
を
と
も
に
し
て
別
る
。
午
後
よ
り
下
村
邸
二
抵
り
、
半
日
書
庫
―
―
入
り
検
索
す
。
下
村
家
家
政
整
理
を
機
と
し
、
二
十
日
晴
。
青
柳
篤
恒
母
死
去
――
付
、
悔
状
を
発
す
。
刊
行
会
の
件
二
付、
早
川
純
三
郎
、
山
田
清
作
来
談
。
内
山
省
三
に
、
春
城
夜
談
の
材
料
を
与
ふ
。
三
省
堂
よ
り
余
の
一
斎
の
額
を
借
り
二
来
る
。
貸
渡
す
。
小
田
島
儀
一
郎
、
種
村
宗
八
来
る
。
午
前
、
例
の
如
く
接
客
に
て
」
（九三ウ）
忙
殺
。
午
後
よ
り
高
木
を
訪
ふ
て
、
伊
藤
錦
棄
の
墨
梅
一
幅
を
購
ひ
、
英
堂
と
午
餐
を
と
も
に
す
。
英
堂
二
茶
器
を
与
ふ
。
紫
安
の
書
――
接
す
。
昆
田
二
転
送
し
、
且
つ
電
話
に
て
昆
田
二
云
々
す
。
今
夜
六
時
の
汽
車
に
て
、
京
都
へ
向
け
出
発
す
。
十
九
日
一
夕
の
宴
を
張
ら
ん
こ
と
図
書
を
早
稲
田
――
寄
贈
セ
ん
と
申
出
た
る
に
よ
る
。
余
の
京
都
に
来
る
も
此
故
也
。
今
夜
、
岩
崎
等
に
招
か
れ
、
下
村
、
大
島
と
木
屋」
（九
四
ウ
）
町
の
よ
し
み
や
と
云
ふ
酒
楼
二
抵
り
型
を
受
く
。
曇
天
。
谷
村
一
太
郎
来
り
、
森
寛
斎
、
皆
川
悪
の
書
簡
を
贈
ら
る
。
共―
―
桑
名
鉄
城
を
訪
ふ
、
不
在
。
下
村
に
抵
り
、
昨
日
二
引
つ
ヽ
き
書
庫
二
入
り
図
書
を
検
索
す
。
大
坂
花
屋
よ
り
電
話
あ
り
。
山
陰
道
巡
回
中
之
高
田
学
長
到
達
と
聞
き
、
電
話
に
て
語
る
。
大
坂
小
川
よ
り
明
日
来
訪
の
電
話
あ
り
。
滑
川
滑
如
、
清
国
よ
り
」
（九
五オ）
帰
京
の
途
次
、
偶
々
同
宿
、
長
時
間
談
話
。
其
の
猾
ら
す
所
の
書
画
を
示
さ
る
。
大
坂
よ
り
青
木
士
慶
来
訪
。
晩
間
、
大
丸
よ
り
使
者
来
り
、
大
丸
よ
り
売
却
之
為
陳
列
之
骨
董
漸
く
陳
列
済
ニ
付
、
他
人
之
見
さ
る
前
一
覧
セ
よ
と
申
越
す
。
即
同
伴
、
美
術
倶
楽
部
-―
抵
り
見
る
。
書
画
尤
品
四
百
点
程
陳
列
し
あ
り
。
会
場
狭
陸
之
為
、
隣
家
の
寺
院
を
借
り
受
け
、
廊
を
仮
設
し
て
双
方
の
連
絡
を
取
る
な
ど
設
定
な
か
／
＼
入
念
、
本
願
寺
什
売
却
以
後
の
好
況
也
と
伝
ふ
。
一
覧
」
（九五ウ）
後
帰
宿
。
高
田
着
、
並
木
と
共
ニ
八
新
亭
―
―
在
り
と
聞
き
、
行
て
晩
餐
を
与
に
す
。
餐
後
、
京
極
日
記
」
(
-
五
）
ー
「
双
魚
堂
日
記
j
明
治
四
十
三
年
十
一
月
I
二
十
一
日
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廿
二
日
好
晴
。
大
坂
紫
安
の
書
到
る
。
又
、
紫
安
一
身
上
之
件
二
付
、
昆
田
よ
り
来
書
あ
り
。
今
朝
、
谷
村
一
太
郎
来
る
。
同
人
案
内
に
て
、
紅
葉
狩
之
為
、
先
つ
永
観
堂
を
訪
ひ
、
若
王
寺
」
（九
六
オ
）
の
楓
を
賞
し
、
終
に
清
水
二
抵
り
、
新
高
尾
の
紅
葉
を
観
、
道
楽
方
に
て
哺
す
。
食
後
、
竹
泉
訪
ふ
。
近
購
の
乾
山
の
小
幅
寒
山
拾
得
を
示
さ
る
。
又
、
骨
董
店
を
あ
さ
り
、
葛
城
慈
雲
の
書
（小
伝
行
一
篇
を
細
書
セ
る
も
の
）
マ
ク
リ
一
枚
を
購
ふ
。
不
在
中
、
小
川
為
次
郎
来
訪
。
鳩
居
堂
よ
り
海
屋
詩
画
稿
一
幅
を
示
さ
る
。
中
安
信
三
郎
来
訪
。
今
夜
、
高
田
帰
京
。
谷
村
友
人
山
口
福
太
郎
を
伴
ふ
て
来
る
。
図
書
趣
味
を
有
す
る
も
の
と
ぞ
、
十
時
迄
図
書
談
を
な
し
て
別
る
。」
（九
六
ウ
）
廿
三
日
晴
。
昨
夜
満
室
之
客
、
一
時
頃
迄
酔
興
二
乗
し
喧
器
し
て
、
眠
る
能
ハ
す
。
今
朝
は
、
八
時
漸
く
起
床
。
下
村
正
太
郎
、
谷
村
、
松
岡
恒
太
郎
（
加
州
の
校
友
）
来
訪
。
相
伴
ふ
て
骨
董
店
を
訪
ふ
て
、
練
場
に
開
催
中
の
歌
妓
の
温
習
を
観
て
、
夜
深
ふ
し
て
帰
へ
る
。
受
く
べ
き
図
書
を
検
し
、
取
り
あ
へ
す
東
京
へ
送
る
べ
き
分
を
受
取
、
宿
二
命
し
て
荷
作
之
上
発
送
セ
し
む
。
伊
藤
正
、
種
村
宗
八
、
下
村
正
太
郎
二
書
を
投
す
。
又
、
英
」
（九
七
オ
）
堂
二
書
を
与
ふ
。
下
村
よ
り
紀
念
と
し
て
、
王
氏
書
画
苑
三
峡
を
贈
ら
る
。
こ
れ
は
特
ー
—
余
に
対
し
て
贈
ら
れ
た
る也
。
三
時
半
の
汽
車
二
て
、
大
坂
ニ
赴
き
、
花
屋
二
投
す
。
諸
同
人
二
着
阪
の
通
知
状
を
発
す
。
夜
来
雨
あ
り
。
晴
、
風
。
今
朝
、
紫
安
来
訪
、
談
話
数
刻
に
し
て
去
る
。
今
栗
三
郎
妻
死
去
二
付
、
吊
状
を
発
す
。
牧
巻
次
郎
、
砂
川
雄
竣
、
高
山
圭
三
来
訪
、
多
時
話
し
て
去
る
。
上
野
理
一
」
（九
七
ウ
）
へ
投
簡
、
其
の
珍
蔵
二
係
る
周
勃
集
（
コ
ロ
タ
イ
プ
ニ
付
し
た
る
も
の
）
貰
ら
ひ
受
度
旨
申
送
る
。
山
崎
恒
四
郎
、
和
泉
五
郎
来
訪
。
同
宿
ニ
大
石
熊
吉
あ
り
。
晩
食
を
共
に
し
て
深
更
迄
語
る
。
夏
期
来
阪
中
勘
定
未
済
、
花
屋
分
五
十
円
仕
払
済
。
廿
五
日
曇
天
。
渋
谷
貞
次
郎
、
光
吉
元
次
郎
来
話
。
小
川
簡
堂
二
書
を
与
廿
四
日
辺
を
散
策
し
、
終
二
祇
園
の
某
亭
二
入
り
、
そ
の
案
内
に
て
歌
舞
学
校
の
為
め
に
具
足
一
領
を
購
ふ
。
下
村
家
を
訪
ふ
て
、
寄
贈
を
-134一
九
時
三
十
分
新
」
（九
九
オ
）
橋
着
。
直
二
家
二
帰
る
。
下
村
正
太
郎
来
訪
、
暫
時
話
し
て
別
る
。
不
在
中
之
来
信
を
検
す
。
英
堂
を
見
暉
「春
城
日
記
」
(
-
五
）
ー
「双
魚
堂
日
記
j
明
治
四
十
三
年
十
一
月
ー
ー
二
島
駅
に
て
天
漸
く
白
し
。
車
中
、
石
田
安
次
郎
二
会
し
話
す
。
廿
七
日
谷
村
来
訪
。
八
時
別
を
告
け
京
都
を
発
す
。
ふ
。
並
木
覚
太
郎
、
松
岡
恒
太
郎
来
訪
。
和
田
十
宜
堂
、
印
材
を
蜀
ら
し
来
り
示
す
。
二
、
三
顆
を
」
（九
八オ）
購
ふ
。
中
橘
徳
五
郎
ニ
簡
す
。
二
川
茂
助
、
近
藤
小
洲
来
る
。
又
、
奥
田
雲
蔵
来
話
。
り
京
都
へ
戻
り
、
夜
行
に
て
帰
京
之
予
定
な
り
し
処
、
来
客
の
為
時
を
失
し
、
今
夜
又
、
大
阪
二
泊
す
。
晴
。
薦
田
順
三
郎
二
書
を
投
す
。
大
石
熊
吉
二
別
を
告
け
、
十
時
三
十
分
の
汽
車
に
て
、
大
坂
を
去
る
。
車
中
宮
原
正
喬
二
会
し
、
談」
（九
八ウ）
笑
。
京
都
二
下
車
、
柊
屋
二
投
す
。
東
京
よ
り
電
信
為
替
到
達
し
あ
り
。
鳩
居
堂
二
至
り
、
趙
陶
斎
山
水
小
品
、
端
渓
一
簡
を
添
へ
為
持
遣
す
。
行
違
ひ
研
一
面
を
購
ふ
。
松
岡
恒
太
郎
来
話
、
谷
村
一
太
郎
よ
り
依
頼
之
春
水
翁
書
帖
之
箱
書
を
な
し
、
廿
六
日
近
藤
、
元
吉
と
談
話
多
時
、
晩
食
を
型
し
て
別
る
。
今
日
大
阪
よ
る
。
深
夜
激
震
あ
り
。
ま
ゐ
晴
。
朝
来
感
冒
之
気
を
覚
ふ
。
校
友
加
福
定
吉
、
麻
植
廉
太
郎
来
話
。
東
儀
季
治
、
吉
田
半
迂
、
山
田
清
作
交
々
来
る
。
吉
田
東
伍
、
種
村
宗
八
来
訪
。
午
後
よ
り
登
校
、
学
長
と
話
す
。
青
柳
篤
恒
母
死
去
二
付
訪
問
、
吊
礼
を
為
す
。
坪
内
を
訪
ふ
。
不
在
二
付
、
細
君
と
話
し
て
帰
へ
る
。
中
橋
徳
五
郎
よ
り
来
」
（九
九
ウ
）
書
あ
り
。
坂
口
よ
り
来
電
、
依
頼
之
件
栗
林
承
諾
之
旨
報
し
来
る
。
桑
田
豊
蔵
よ
り
張
之
洞
死
去
之
際
之
訃
報
正
書
壱
通
を
贈
ら
る
。
大
学
生
ニ
習
字
奨
励
之
為
、
早
稲
田
臨
池
会
な
る
も
の
、
岡
田
正
美
発
意
に
て
輿
る
。
岡
田
の
請
二
依
り
余
其
会
長
と
な
る
。
二
十
九
日
晴
。
風
邪
未
愈
へ
す
。
加
賀
幸
三
来
る
。
新
聞
材
料
を
与
ふ
。
種
村
来
訪
。
午
後
よ
り
登
校
、
事
務
を
見
る
。
高
木
」
(
1
0
0
オ
）
を
訪
ふ
て
白
高
麗
筆
洗
一
を
得
。
英
堂
を
見
、
夜
に
入
り
帰
へ
る
。
新
潟
坂
口
よ
り
二
百
五
十
円
電
報
為
替
来
る
。
こ
れ
ハ
栗
林
よ
り
五
百
円
借
入
金
之
内
也
。
三
十
日
廿
八
日
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雨
。
感
冒
漸
く
快
、
然
れ
と
も
尚
賑
中
に
あ
り
。
白
勢
長
衛
死
去
ニ
付
、
悔
状
を
発
す
。
坂
口
五
峰
二
書
を
投
す
。
広
田
金
松
、
吉
田
半
迂
来
る
。
又
、
富
永
房
太
郎
来
訪
、
物
を
贈
ら
る
。
蔵
六
遺
愛
品
を
売
却
す
る
に
付
、
三
日
午
後
来
れ
と
の
通
知
来
る
。
下
村
正
太
郎
ー
一
書
を
与
ふ
。
」
(
1
0
一オ）
二
日
雨
癖
る
。
未
賑
中
に
在
り
。
広
田
金
松
来
る
。
村
瀬
梼
亭
之
詩
幅
を
購
ふ
。
加
島
銀
行
百
五
十
円
手
形
本
日
切
替
へ
る
。
鴇
田
良
之
輔
よ
り
来
書
あ
り
。
一
年
志
願
入
営
を
報
し
来
る
。
加
藤
商
会
を
招
き
図
書
館
の
書
架
二
基
注
文
す
。
ワ
ル
ソ
ー
発
巽
李
軒
の
報
到
一
日
十
二
月
之
標
準
目
録
カ
ー
ド
壱
千
枚
出
来
に
つ
き
、
渡
辺
又
次
郎
へ
為
持
遣
す
。
下
村
正
太
郎
二
書
を
投
す
。
且
つ
前
年
贈
ら
れ
た
る
蕪
村
幅
を
小
包
に
て
返
付
す
。
夕
刻
、
前
田
秀
村
、
」
(
1
0
0
ウ）
杉
山
茂
吉
来
診
あ
り
。
雨
。
感
冒
益
々
甚
し
く
、
尽
日
賑
中
に
あ
り
。
文
部
省
よ
り
嘱
托
四
日
書
あ
り
。
る
。
出
版
部
員
石
丸
、
校
友
那
須
正
男
来
訪
。
夕
刻
よ
り
降
雨
。
浜
村
蔵
六
一
周
忌
二
付
、
遺
族
よ
り
蔵
六
居
印
存
一
部
を
贈
ら
る
。
京
都
下
村
よ
り
、
第
二
回
骨
董
書
画
」
(-oi
ウ）
売
立
目
録
を
贈
り
来
る
。
埼
玉
県
松
本
忠
治
よ
り
堅
炭
十
俵
差
出
し
た
る
旨
通
報
晴
。
尚
賑
中
に
在
り
。
団
子
坂
道
具
屋
存
星
筆
を
猾
ら
し
来
り
見
す
。
昆
田
来
話
。
下
村
正
太
郎
京
都
発
の
書
二
接
す
。
冨
山
房
よ
り
雑
誌
学
生
二
文
稿
を
寄
セ
た
る
謝
儀
を
贈
ら
る
。
賑
中
無
柳
、
家
蔵
の
」
(
1
0
ニオ）
印
を
検
し
、
印
譜
を
作
る
。
蔵
六
の
遺
品
陳
列
会
へ
招
か
れ
た
る
も
行
く
能
ハ
さ
る
二
付
、
広
田
金
松
を
代
人
（
マ
マ
）
と
し
て
遣
る
。
杉
山
茂
吉
来
り
調
剤
を
為
す
。
松
井
郡
治
よ
り
来
晴
。
日
曜
。
神
楽
江
巻
石
来
訪
。
画
を
贈
ら
る
。
半
迂
二
嘱
し
た
る
下
村
文
庫
（
下
村
正
太
郎
寄
贈
書
印
）
印
奏
刀
。
西
園
寺
侯
ニ
一日
お
こ
り
、
尚
加
養
を
要
す
と
云
へ
り
。
あ
り
。
前
田
医
師
来
診
。
風
邪
既
二
愈
へ
た
る
も
気
管
支
加
太
児
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曇
天
。
朝
来
寒
気
之
加
ハ
り
た
る
を
覚
ふ
。
病
漸
く
快
、
今
朝
床
を
払
ふ
。
半
迂
、
桑
田
春
風
来
る
。
三
省
堂
の
亀
井
、
坂
巻
来
話
。
近
版
の
朝
鮮
図
を
贈
ら
る
。」
(
1
0
三ウ）
日
清
印
刷
会
社
の
重
役
会
叫
「春
六
日
報
あ
り
。
城
日
記
」
(
-五）
ー
「
双
魚
堂
日
記
」
明
治
四
十
三
年
十
二
月
I
埼
玉
松
本
忠
次
よ
り
来
書
あ
り
、
又
々
炭
十
数
俵
差
出
し
た
る
旨
数
部
を
贈
ら
る
。
翰
版
（祟
禎
の
年
号
あ
り
）
纂
書
大
学
を
購
ふ
。
快
晴
。
尚
賑
中
に
在
り
。
朝
来
坂
巻
登
介
、
内
山
省
三
、
種
村
宗
八
、
小
林
堅
三
等
続
々
来
話
。
広
田
、
河
野
の
骨
董
屋
も
来
る
。
半
日
接
客
二
消
し
去
る
。
真
島
親
戚
富
永
忠
司
朝
鮮
へ
赴
任
二
付、
来
っ
て
別
を
告
く
。
入
浴
、
晩
餐
二
餞
を
食
」
(
1
0
三
オ
）
ふ
。
漸
（
マ
マ
）
く
快
を
覚
ふ
。
京
都
下
丸
よ
り
骨
董
書
画
（
第
二
回
売
立
）
目
録
五
日
揮
篭
を
乞
へ
る
開
道
碑
文
出
来
の
よ
し
、
石
渡
敏
一
よ
り
通
知
」
(
1
0
ニ
ウ
）
あ
り
。
午
後
よ
り
高
田
学
長
、
増
子
喜
一
郎
、
富
塚
格
治
来
話
。
漢
辞
典
用
件
二
付
、
桂
五
十
郎
二
書
を
投
す
。
小
田
島
彦
太
郎
、
加
賀
幸
三
等
二
書
を
発
す
。
八
日
ニ
臨
み
、
本
期
配
当
其
他
重
要
の
決
議
を
為
す
。
和
田
万
吉
二
古
版
管
子
を
為
持
遣
し
、
其
の
鑑
定
を
乞
ふ
。
高
木
を
訪
ふ
、
得
る
所
な
し
。
品
物
代
弐
拾
五
円
払
。
賀
田
妻
分
娩
、
男
子
出
生
の
旨
報
じ
来
る
。
晴
。
和
泉
文
三
よ
り
、
台
湾
蘭
数
茎
を
贈
り
来
る
。
那
須
正
男
来
訪
、
埃
及
姻
草
を
贈
ら
る
。
沢
庵
マ
ク
リ
、
飛
鳥
井
雅
章
ま
く
り
表
具
屋
へ
表
装
二
遣
す
。」
(
1
0
四オ
）
午
後
よ
り
登
校
、
維
持
員
会
ニ
臨
む
。
晴
。
山
田
清
作
来
る
。
型
庭
よ
り
買
物
代
百
三
十
円
、
本
日
全
部
払
済
。
河
野
、
広
田
骨
董
屋
来
る
。
東
儀
二
簡
す
。
在
京
都
下
村
正
太
郎
二
書
を
投
す
。
池
之
端
琳
瑕
閣
を
招
き
、
重
複
本
売
却
之
件
を
談
す
。
坂
口
五
峰
、
栗
林
貞
吉
、
小
田
島
彦
太
郎
二
書
を
発
す
。
万
屋
書
店
来
る
。
不
用
書
籍
を
売
り
払
ふ
。
川
上
淳
一
郎
ニ
書
を
投
す
。
（
後
妻
と
し
て
中
野
貫
」
(
1
0
四ウ
）
一
郎
未
亡
人
貰
ら
ひ
受
度
云
々
照
会
の
件
）
。
尽
日
家
居
。
午
後
よ
り
温
臥
加
養
。
夜
に
入
り
杉
山
茂
吉
来
診
。
読
売
新
聞
よ
り
二
万
号
の
紀
念
品
を
七
日
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晴
。
日
曜
。
桂
五
十
郎
、
漢
辞
書
編
纂
の
件
二
付
来
訪
。
辻
川
武
之
進
、
朝
倉
亀
三
、
吉
田
半
迂
来
る
。
松
本
胤
恭
、
萩
野
由
之
紹
十
一
日
晴
。
高
田
俊
雄
、
本
田
信
教
寄
宿
舎
長
辞
任
の
件
二
付
来
話
。
寄
宿
舎
生
、
舎
の
改
良
陳
情
之
為
二
、
三
輩
来
訪
。
東
儀
季
治
、
坪
内
試
演
場
の
件
二
付
来
る
。
吉
田
半
迂
も
来
る
。
賀
田
菊
子
よ
り
使
来
り
、
物
を
贈
ら
る
。
午
後
、
青
地
雄
太
郎
、
小
田
島
桂
香
来
る
。
小
田
島
と
話
し
て
夜
に
入
る
。」
(
1
0
五ウ）
杉
山
茂
吉
来
診
。
京
都
下
村
よ
り
図
書
館
寄
贈
図
書
積
立
の
通
知
状
と
目
録
を
送
り
来
る
。
有
賀
長
雄
よ
り
来
書
あ
り
。
し
、
出
版
部
二
至
り
当
面
之
事
務
を
処
す
。
午
後
よ
り
図
書
館
務
を
見
、
学
報
編
輯
会
」
(
1
0
六
ウ
）
二
臨
み
帰
宅
。
大
坂
油
谷
博
文
堂
の
書
二
接
す
。
又
、
那
須
正
男
よ
り
来
書
あ
り
。
松
本
胤
恭
ニ
書
を
投
す
。
十
三
日
晴
。
数
日
の
微
恙
漸
く
全
快
。
石
塚
三
郎
出
京
を
報
す
。
西
条
丹
呉
よ
り
塩
引
を
贈
ら
る
。
石
塚
よ
り
真
綿
を
贈
ら
る
。
大
江
乙
亥
の
妻
来
る
。
登
校
事
務
を
見
る
。
今
井
友
次
郎
を
介
し
て
、
某
氏
よ
り
名
家
書
簡
二
巻
を
購
ふ
、
三
十
五
円
也
、
即
済
。
桑
田
春
風
二
書
を
与
ふ
。
大
丸
よ
り
寄
贈
図
書
四
十
八
箱
、
本
日
図
書
館
十
日
明
日
）
。
西
条
北
堂
へ
金
子
入
書
状
井
久
写
真
投
郵
。
晴
。
団
子
坂
道
具
屋
来
る
。
学
長
を
訪
ふ
て
、
諸
般
之
事
を
協
議
十
二
日
曇
天
。
図
書
館
―
―
簡
し
て
事
を
処
す
。
和
田
万
吉
よ
り
答
翰
あ
り
。
正
午
よ
り
切
通
し
野
田
屋
方
二
抵
り
、
白
蝋
大
印
二
顆
、
研
屏
を
購
ふ
。
研
屏
代
金
直
――
払
済
。
外
二
十
五
円
勘
定
旧
高
へ
内
済
。
英
堂
を
見
て
か
へ
る
。」
(
1
0
五
オ
）
重
野
博
士
之
訃
到
る
。
（
葬
式
九
日
贈
り
来
る
。
伝
聞
、
悔
状
を
お
く
る
。
那
須
正
男
来
話
。
賀
田
二
男
子
出
生
ニ
付
、
み
つ
」
(
J
O
六オ）
を
伴
ひ
、
祝
ひ
も
の
持
参
、
麻
布
賀
田
を
訪
問
す
。
刊
行
会
図
書
（
黒
川
事
実
文
編
二
）
配
本
。
図
書
館
協
会
幹
事
井
雑
誌
記
者
二
歳
暮
と
し
て
四
十
円
相
渡
す
。
熱
海
の
樋
口
屋
よ
り
芋
を
贈
り
来
る
。
桑
田
春
風
来
る
。
介
に
て
来
り
、
名
家
書
簡
を
示
さ
る
。
荻
野
由
之
子
息
死
去
之
趣
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刻翻
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春
城
よ
り
印
箱
を
購
ふ
。
半
迂
、
校
友
中
島
利
一
郎
来
る
。
又
、
東
京
晴
。
青
木
雄
太
郎
書
簡
、
書
画
を
齋
し
来
り
示
す
。
河
野
骨
董
商
一
月
中
也
。
外
二
北
閑
山
人
と
釈
契
沖
の
小
箋
を
合
装
セ
る
一
幅
を
購
ふ
。
へ」
(
1
0
七オ
）
到
達
す
。
晴
。
辻
川
武
之
進
、
斎
藤
琳
浪
閣
来
る
。
吉
田
東
伍
、
石
塚
三
郎
又
来
る
。
吉
田
、
石
塚
と
午
餐
を
与
に
す
。
午
後
よ
り
登
校
事
務
を
見
る
。
出
版
部
よ
り
五
百
円
の
歳
暮
金
を
贈
ら
る
。
今
夜
、
矢
来
倶
楽
部
二
於
て
出
版
部
の
社
員
会
を
開
く
。
高
木
順
来
話
。
」
(
1
0
七
ウ）
晴
。
昨
夜
睡
眠
不
足
之
為
、
朝
来
頭
痛
を
覚
ふ
。
松
本
胤
恭
来
り
名
家
書
簡
を
示
さ
る
。
終
に
百
廿
七
通
を
購
ふ
。
此
価
百
八
十
円
此
価
四
十
円
也
。
内
金
百
弐
十
円
支
払
済
。
残
金
百
円
、
旬
可
相
渡
約
也
。
英
堂
を
訪
ふ
て
半
日
を
消
し
、
小
常
盤
二
晩
餐
を
と
も
に
し
て
帰
へ
る
。
十
六
日
」
(
1
0
八
オ
）
朝
日
の
樋
口
銅
平
、
川
合
仙
郎
の
紹
介
に
て
、
余
に
新
聞
二
掲
載
す
べ
き
七
十
二
候
の
印
壱
顆
を
刻
セ
ん
こ
と
を
も
と
む
。
桑
田
春
十
五
日
十
四
日
十
八
日
風
二
反
故
趣
味
談
を
な
し
て
箪
記
セ
し
む
。
登
校
事
務
を
見
る
。
中
井
新
三
郎
の
書
二
接
す
。
今
夜
吉
熊
二
職
員
忘
年
会
を
開
く
。
不
在
中
、
槙
村
広
蔵
来
る
。
松
本
胤
恭
――
簡
し
て
、
譲
り
受
け
た
る
書
簡
中
、
筆
者
」
(
I
O
八
ウ）
不
明
之
分
を
問
ふ
。
山
田
市
郎
ニ
書
簡
の
箪
者
之
小
伝
取
調
べ
を
托
す
。
加
藤
万
作
を
日
比
谷
の
渡
辺
又
次
郎
――
遣
し
、
図
書
館
協
会
基
金
壱
千
円
を
渡
済
む
。
濁
川
真
島
よ
り
塩
引
、
大
安
寺
赤
塚
よ
り
味
噌
樽
を
贈
ら
る
。
林
縫
之
助
、
安
田
恭
吾
、
黒
川
真
道
来
訪
。
夜
来
雨
、
雪
あ
り
。
雨
。
広
田
金
松
、
安
田
恭
吾
来
る
。
書
簡
整
理
二
半
日
を
消
す
。
高
橋
義
彦
」
(
J
O
九オ
）
二
書
を
与
ふ
。
真
島
へ
塩
引
の
礼
状
を
発
す
。
登
校
、
図
書
館
の
事
務
を
見
る
。
在
西
条
北
堂
よ
り
来
書
あ
り
。
万
屋
来
る
。
不
用
本
を
売
却
す
。
好
晴
。
日
曜
。
昆
田
文
次
郎
、
広
田
金
松
、
校
友
大
塚
彦
治
、
石
原
善
三
郎
、
東
儀
季
治
、
松
本
胤
恭
、
交
々
来
訪
。
又
、
赤
塚
啓
一
出
京
、
来
訪
あ
り
。
児
女
を
携
へ
て
浅
草
辺
二
散
策
、
公
園
の
ル
ナ
パ
ー
ク
を
観
る
。
帰
路
物
を
購
ふ
て
帰
へ
る
。
終」
(
1
0
九
日
記
J
(一
五
）
ー
「双
魚
堂
日
記
」
明
治
四
十
―一
年
十
二
月
I
十
七
日
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二
十
日
ウ
）
日
、
和
泉
を
役
し
て
名
家
書
翰
の
張
込
を
為
さ
し
む
。
朝
倉
亀
三
来
話
。
曇
。
松
岡
恒
太
郎
、
谷
村
一
太
郎
、
松
本
胤
恭
、
広
田
金
松
、
吉
田
半
迂
交
々
来
る
。
松
本
へ
書
簡
代
五
十
円
交
付
、
残
金
五
十
円
、
明
年
一
月
中
旬
払
ふ
約
也
。
登
校
、
理
工
科
幹
部
会
二
臨
み
、
同
科
付
属
工
手
学
校
建
設
案
二
付
協
議
す
。
又
、
出
版
部
の
事
を
処
す
。
今
夜
、
柳
橋
亀
清
方
二
講
師
忘
年
会
を
催
す
。
余
も
出
席
。」
0
-
0
オ
）
山
田
清
作
よ
り
来
書
あ
り
。
赤
塚
啓
一
、
今
夜
帰
郷
の
学
校
よ
り
歳
暮
と
し
て
金
百
五
十
円
贈
ら
る
。
途
二
就
く
。
曇
。
校
友
中
島
利
一
郎
、
字
書
編
纂
の
件
二
付
来
話
。
小
久
江
成
一
来
る
。
日
清
印
刷
会
社
よ
り
謝
儀
と
し
て
弐
百
五
十
円
贈
ら
る
。
校
友
河
瀬
竜
雄
、
高
須
梅
渓
紹
介
に
て
来
る
。
青
地
雄
太
郎
来
訪
、
坦
庵
の
画
入
書
簡
賭
ら
る
。
返
礼
と
し
て
山
陽
書
簡
壱
通
贈
る
。
又
、
米
山
人
書
幅
を
購
ふ
。
十
五
円
直
二
払
済
。」
(―
1
0
ウ）
奥
村
出
版
部
員
一
身
上
の
件
二
付
来
話
。
中
島
利
一
郎
を
松
平
康
国
に
介
す
。
早
川
純
三
郎
二
書
を
与
ふ
。
午
後
、
高
木
を
訪
ふ
て
一
、
十
九
日
二
の
品
を
購
ひ
四
十
円
払
済
。
山
陽
加
筆
の
菟
道
紀
行
外
l
巻、
表
装
成
る
。二
十
一
日
晴
。
石
塚
三
郎
、
河
内
広
次
郎
、
河
上
淳
一
郎
の
書
二
接
す
。
松
平
康
国
、
種
村
宗
八
来
話
。
十
一
時
よ
り
内
山
下
町
工
業
倶
楽
部
二
日
清
印
刷
株
式
会
社
の
総
会
」
(
l
ニ
オ
）
あ
り
、
出
席
。
会
議
四
時
二
至
る
。
会
後
、
重
役
の
宴
会
二
臨
む
。
会
場
、
築
地
野
田
屋
也
。
砂
川
雄
峻
よ
り
書
留
書
状
来
る
。
不
在
中
、
新
井
昌
平
来
り
物
を
贈
ら
る
。
夜
来
雨
あ
り
。
晴
。
早
朝
、
下
村
正
太
郎
来
話
。
山
田
清
作
、
石
原
善
三
郎
、
山
本
真
太
郎
（
速
記
者
）
、
小
田
島
彦
太
郎
交
々
来
訪
。
小
田
島
よ
り
秋
帆
戯
画
、
滝
和
亭
圧
秀
峰
画
像
の
割
愛
を
受
く
。
菱
湖
書
翰
と」
（
ニ
―
ウ
）
合
ハ
セ
三
品
代
四
十
五
円
相
払
。
山
本
真
太
郎
よ
（マ
マ
）
（
マ
マ
．
飯
）
り
物
を
贈
ら
る
。
下
村
よ
り
大
歓
帖
、
源
氏
物
語
浪
江
入
楚
、
元
版
荘
子
等
を
贈
ら
る
。
河
内
広
次
郎
よ
り
鮭
の
納
屋
煮
を
贈
ら
る
。
中
井
新
三
郎
よ
り
来
書
あ
り
、
漬
物
を
贈
ら
る
。
午
後
、
英
堂
と
会
す
。
金
参
百
円
遣
す
。
杉
山
茂
吉
来
訪
。
廿
二
日
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廿
五
日
日
廿
三
日
晴
。
坂
口
五
峰
、
内
山
省
一―-
、
種
村
宗
八
、
広
田
金
松
来
訪
。
書
翰
類
全
部
を
図
書
館
」（
ニ
ニオ
）
へ
托
す
。
朝
来
畳
屋
来
り
畳
か
へ
を
為
す
。
十
時
よ
り
明
進
軒
二
塩
沢
昌
貞
、
副
島
義
一
を
会
し
、
新
早
稲
田
叢
書
刊
行
の
協
議
を
為
す
。
砂
川
雄
峻
二
書
を
投
す
。
日
清
印
刷
会
社
よ
り
八
分
の
配
当
半
期
分
、
六
十
円
請
取
。
り
出
版
部
云
土
り
諸
般
の
協
議
を
為
す
。
伯
林
発
巽
李
軒
の
絵
は
か
き
来
る
。
上
野
理
一
よ
り
其
」
（
ニ
ニ
ウ
）
珍
蔵
王
勃
集
を
模
し
た
る
巻
子
本
を
贈
ら
る
。
東
京
市
よ
り
市
立
屈
書
館
優
待
券
を
贈
ら
る
。
長
岡
の
石
塚
よ
り
餅
米
二
斗
を
贈
り
来
る
。
高
橋
義
彦
よ
（
マ
マ
、
あ
）
り
返
翰
よ
り
。
余
よ
り
退
斎
印
類
を
譲
り
度
申
込
み
た
る
件
二
付
、
諾
意
を
表
し
来
る
。
小
滝
淳
の
書
到
る
。
日
曜
。
晴
。
新
発
田
新
聞
の
為
、
農
村
娯
楽
之
説
を
談
話
し
、
小
（
マ
マ
）
林
を
筆
記
セ
し
む
。
関
口
泰
輔
、
辻
川
武
之
進
、
広
田
金
松
、
」
（―-
三
オ
）
那
須
正
男
等
交
々
来
訪
。
郷
人
高
沢
喜
一
郎
来
訪
、
物
叫
「春
城
を
贈
ら
る
。
午
後
よ
り
種
村
宗
八
、
大
江
乙
亥
門
来
る
。
本
田
信
教
、
下
林
妻
、
宮
部
赳
太
郎
交
々
来
り
、
終
日
接
客
二
忙
ハ
し
。
越
後
村
上
佐
藤
伊
助
よ
り
鮭
卵
壱
函
を
贈
ら
る
。
晴
。
朝
餐
後
、
小
田
島
彦
太
郎
を
麻
布
我
善
坊
に
訪
ふ
て
、
終
日
其
蔵
品
を
展
観
す
。
名
家
手
簡
二
、
三
通
、
旭
堂
刻
印
、
金
石
等
を
贈
ら
る
。
長
岡
の」
（―-三ウ）
新
聞
社
よ
り
金
廿
五
円
贈
ら
る
。
高
橋
義
彦
よ
り
退
斎
印
類
代
金
百
円
、
為
替
に
て
来
る
。
館
山
漸
り
絵
は
か
き
来
る
。
林
縫
之
助
之
使
二
托
し
、
寺
本
婉
雅
の
西
蔵
紀
行
其
他
付
帯
書
類
一
切
を
交
付
す
。
日
比
谷
図
書
館
よ
り
、
文
部
省
嘱
托
目
録
編
纂
委
員
会
を
明
日
開
会
す
る
旨
通
知
あ
り
。」
（―-
四オ
）
晴
。
野
田
屋
へ
白
蝋
印
代
百
円
為
持
遣
す
。
大
江
乙
亥
門
――
丁
酉
銀
行
手
形
き
り
か
へ
の
事
を
托
す
。
吉
田
半
迂
来
訪
。
新
発
田
新
聞
へ
遣
す
べ
き
農
村
娯
楽
の
稿
を
校
正
し
、
半
日
を
消
す
。
午
後
記
J
(
一五
）
ー
「
双魚
堂
日
記
」
明
治
四
十
三
年
十
二
月
ー
—
晴
。
半
日
家
務
を
処
す
。
昨
日
二
引
つ
、
き
畳
屋
来
る
。
午
後
よ
廿
四
日
よ
り
矢
来
倶
楽
部
に
出
版
部
の
編
輯
会
を
開
き
、
夜
に
入
り
帰
宅
。
廿
七
日
之
進
よ
り
其
著
平
曲
史
を
贈
ら
る
。
在
ロ
ン
ド
ン
長
谷
川
天
渓
よ
廿
六
日
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晴
。
長
場
竜
太
郎
来
訪
。
下
村
よ
り
贈
ら
れ
た
る
大
観
帖
を
出
し
共
二
展
観
す
。
高
木
を
訪
ふ
て
茶
色
旺
の
小
壷
を
購
ふ
。
琳
浪
閣
ニ
抵
り
館
之
重
複
本
始
末
二
付
談
じ
、
勢
州
方
二
英
堂
と
会
し
、
晩
間
帰
宅
。
出
版
部
よ
り
弐
百
円
也
三
月
返
済
之
約
に
て
借
入
る
。
不
在
中
、
国
民
新
聞
記
者
相
沢
熙
来
訪
。
大
坂
上
野
理
一
へ
王
勃
集
模
巻
贈
ら
れ
た
る
礼
状
を
発
す
。
増
田
藤
之
助
よ
り
来
書
あ
り
。
表
具
屋
二
托
し
置
け
る
、
慈
雲
、
」
（二
五
オ
）
小
人
行
、
沢
庵
、
飛
鳥
井
雅
章
の
幅
出
来
。
」
（―
-四ウ
）
晴
。
家
人
朝
来
餅
揚
に
忙
ハ
し
。
二
、
三
の
客
来
る
。
高
木
を
訪
ふ
て
火
鉢
を
購
ふ
、
帰
宅
後
表
装
二
托
す
べ
き
名
家
書
簡
を
整
理
す
。
杉
山
茂
吉
来
る
。
午
後
児
女
を
拉
し
て
神
楽
坂
二
物
を
購
ふ
。
三
十
日
」
（―-
五
ウ
）
歳
晩
却
つ
て
閑
あ
り
。
半
日
張
ま
セ
屏
風
二
四
、
五
の
補
修
を
為
す
。
京
都
竹
泉
よ
り
新
年
杯
を
贈
り
来
る
。
近
藤
元
精
の
書
二
接
す
。
又
、
江
上
印
譜
を
膳
ら
る
。
午
時
、
上
野
二
抵
り
英
堂
と
午
廿
九
日
廿
八
日
在
熱
海
菊
池
晩
香
よ
り
近
作
を
贈
り
来
る
。
夜
来
雨
あ
り
。
本
年
度
に
於
け
る
余
の
図
書
事
業
は
甚
た
振
ハ
す
。
図
書
館
は
予
人
は
成
功
と
称
し
た
り
。
此
間
、
基
金
を
募
る
約
十
万
円
、
目
論
の
情
な
き
能
ハ
す
と
雖
も
、
よ
り
七
月
迄
殆
ん
と
半
歳
大
坂
に
在
り
た
る
こ
と
こ
れ
な
る
と
す
。
本
年
に
於
て
特
筆
す
べ
き
は
、
学
校
の
碁
金
を
募
る
た
め
、
二
月
明
治
四
十
三
年
日
誌
の
終
に
書
す
餐
を
与
に
し
、
琳
娘
閣
ニ
ニ
、
三
の
書
を
購
ふ
て
か
へ
る
。
小
田
島
桂
香
二
狩
谷
液
斎
書
簡
模
本
を
贈
る
。
桑
田
春
風
へ
貸
付
置
き
た
る
雑
筆
六
冊
か
へ
る
。
佐
藤
功
一
の
書
二
接
す
。
高
橋
義
彦
よ
り
退
斎
印
類
入
手
の
書
面
来
る
。
在
熱
海
高
田
半
峰
二
書
を
投
し
て
、
新
年
」
（一―
六オ
）
三
日
行
く
旨
を
報
す
。
田
原
柳
城
二
書
を
与
ふ
。
小
田
島
桂
香
二
液
斎
書
簡
模
本
を
郵
送
す
。
雪
チ
ラ
／
＼
降
る
。
新
年
表
具
屋
二
托
す
べ
き
未
装
書
簡
を
整
理
し
半
日
を
消
す
。
石
原
善
三
郎
の
書
二
接
す
。
昆
田
来
話
。
安
田
恭
吾
、
書
画
を
売
り
に
来
る
。
買
ハ
す
し
て
か
へ
す
。」
（一―
六ウ
）
（
未
記
入
）
大
晦
日
」
(―
七オ
）
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か
／
＼
に
歓
迎
し
た
り
と
云
ふ
。
多
用
の
際
も
続
載
を
つ
と
め
た
店
「春
城
日
記
」
二
五）
ー
「双
魚
堂
日
記
j
明
治
四
十
三
年
十
二
月
I
随
感
随
録
中
よ
り
抜
き
出
て
た
る
記
事
に
て
、
両
社
の
読
者
は
な
郷
里
の
新
聞
二
趣
味
談
を
載
す
る
こ
と
を
始
め
、
長
岡
の
北
越
新
く
に
堪
へ
た
り
。
本
年
は
、
児
死
去
其
他
之
為
め
に
、
特
二
多
額
之
面
倒
ハ
本
年
此
外
二
な
し
。
隔
し
て
よ
り
、
長
男
の
外
順
境
二
生
長
す
る
に
至
れ
り
。
家
事
上
部
に
於
て
、
余
の
入
部
と
共
に
着
手
セ
る
漠
籍
国
字
解
の
翻
刻
ハ
、
く
完
結
を
告
け
た
る
に
付
、
更
ら
に
十
三
冊
続
刊
の
予
約
を
発
表
報
に
は
幾
ん
と
七
、
八
ヶ
月
、
新
潟
の
新
潟
新
聞
に
は
三
、
四
ヶ
（
マ
マ
）
月
続
」
（―-
八
ウ）
載
し
た
り
。
こ
れ
は
、
主
ら
往
年
も
の
し
た
る
め
た
る
は
遺
憾
限
り
な
し
。」
（
i-九ウ
）
亡
弟
の
遺
子
仕
末
二
就
て
本
年
二
至
り
未
亡
人
を
実
家
二
返
し
て
離
縁
し
、
遺
子
を
全
く
離
一
年
ま
し
に
経
済
之
膨
張
は
、
自
然
の
勢
と
は
云
ひ
な
か
ら
、
驚
余
の
趣
味
方
面
に
関
し
本
年
内
の
挙
措
を
云
へ
ば
、
本
年
は
特
は
、
未
亡
人
不
埒
の
為
、
昨
年
末
迄
い
た
＜
煩
ハ
さ
れ
た
る
処
し
た
る
に
、
こ
れ
も
亦
予
期
以
上
の
予
約
者
を
得
た
り
。
め
た
る
事
と
は
云
ひ
、
廿
五
オ
迄
生
長
し
た
る
者
を
、
夭
折
セ
し
以
外
の
好
評
を
博
し
、
予
約
部
数
一
万
を
超
へ
た
る
か
、
滞
り
な
し
と
断
念
セ
し
が
、
八
月
十
五
日
を
以
て
終
に
逝
け
り
。
あ
き
ら
昨
年
来
殊
に
よ
ろ
し
か
ら
ず
。
本
年
夏
に
至
っ
て
は
、
到
底
望
な
展
を
為
し
た
る
は
、
自
ら
祝
す
る
所
也
。
又
、
出
」（一―
八オ
）
版
か
発
達
し
、
専
門
家
を
凌
く
の
域
に
進
み
し
が
、
追
々
病
勢
募
り
満
ち
て
退
き
た
り
。
此
の
四
ヶ
年
間
に
於
て
、
協
会
が
多
少
の
発
セ
に
其
の
為
す
に
任
か
セ
た
る
処
、
写
真
を
う
つ
す
術
、
い
つ
し
余
は
会
長
在
職
四
ヶ
年
に
わ
た
り
、
十
一
月
の
大
会
―
於
て
任
期
此
児
は
、
幼
少
よ
り
多
病
に
て
、
教
育
も
充
分
届
か
す
、
気
任
か
た
る
の
み
。
刊
行
会
第
二
期
は
、
余
背
後
に
在
り
監
督
、
漸
く
八
回
十
六
冊
を
出
す
に
過
き
す
。
図
書
館
協
会
事
業
は
、
幾
許
歩
を
進
め
て
、
文
部
省
二
建
議
セ
る
標
準
目
録
を
編
築
す
る
迄
二
至
り
、
本
年
悲
し
む
べ
き
出
来
事
は
、
長
男
機
の
病
死
し
た
る
こ
と
也
。
め
に
費
す
阿
堵
も
少
々
に
あ
ら
ず
。」
（―-
九オ
）
翰
に
就
て
は
昨
年
に
幾
倍
す
る
の
収
穫
あ
り
。
随
っ
て
こ
れ
か
為
能
ハ
す
。
僅
か
に
大
丸
下
村
二
勧
誘
し
て
、
唐
本
三
千
余
冊
を
得
年
に
比
す
れ
バ
、
い
く
ば
く
発
展
し
た
り
。
殊
に
主
力
を
置
く
書
算
の
許
さ
ゞ
る
た
め
、
幾
ん
ど
固
書
の
購
」
（一―七ウ）
入
を
為
す
り
。
全
く
趣
味
の
道
楽
と
云
ふ
て
可
也
。
骨
董
書
画
の
道
楽
も
前
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本
年
は
余
の
家
二
来
れ
る
客
殊
に
多
き
を
覚
え
た
り
。
毎
日
午
前
援
助
者
は
、
意
外
の
方
面
よ
り
来
り
た
る
も
、
余
の
微
力
も
之
れ
を
馴
致
す
る
に
妓
な
し
と
謂
ふ
可
ら
す
。
は
、
居
然
接
」
（
ニ
ニ
オ
）
客
に
尽
く
る
の
状
態
に
て
、
或
は
一
日
の
客
十
六
、
七
を
数
ふ
る
に
至
る
。
こ
れ
余
か
境
界
漸
く
多
事
に
た
る
は
ニ
ヶ
年
余
二
渉
り
、
微
力
の
あ
ら
ん
限
り
を
尽
く
し
た
り
。
京
の
本
店
を
閉
鎖
す
る
に
至
れ
り
。
此
の
問
題
に
余
の
煩
ハ
さ
れ
く
改
革
の
緒
に
就
け
り
。
其
の
結
果
十
一
月
三
十
日
を
以
っ
て
東
多
の
経
路
」
（
三
0
ウ）
を
経
て
、
大
坂
方
面
に
援
護
者
を
得
、
漸
両
三
年
来
友
人
と
し
て
参
与
セ
る
、
下
村
大
丸
の
改
革
問
題
は
幾
り
。
こ
れ
又
、
余
の
快
と
す
る
所
也
。
に
は
、
幾
ん
と
欠
席
な
く
出
て
ヽ
、
諸
般
の
事
二
与
り
指
導
す
る
（
マ
マ）
所
少
か
ら
す
。
会
社
も
本
年
は
、
特
j
一
好
成
蹟
を
挙
く
る
を
得
た
ま
る
。
名
義
は
相
談
役
と
云
ふ
と
雖
と
も
、
毎
月
二
次
の
重
役
会
四
十
三
年
除
夜
記
余
の
印
刷
会
社
―
相
談
役
と
し
て
関
係
セ
る
も
、
此
の
年
よ
り
始
さ
る
也
。
り。の
あ
り
」
（
三
0
オ
）
し
を
以
て
、
僅
か
に
多
費
二
応
す
る
を
得
た
の
費
用
を
散
し
た
り
。
唯
だ
年
末
の
収
入
は
、
昨
年
に
倍
す
る
も
赴
き
た
る
の
一
徴
と
見
る
べ
し
。
余
の
此
の
繁
劇
に
堪
へ
、
憂
も
倦
怠
を
覚
ゆ
る
事
な
か
り
し
は
、
健
康
の
ま
す
／
＼
回
復
た
る
故
に
外
な
ら
ず
。
余
は
、
日
誌
の
終
に
臨
み
、
自
祝
を
禁
す
る
能
ハ
」
（
三
ー
ウ
）
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